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はじめに

『Oracle Solaris 11.1での Image Packaging Systemを使用したソフトウェアのパッケージ
化および配布』では、Oracle Solaris Image Packaging System (IPS)機能を使用し
て、Oracle Solaris 11オペレーティングシステム (OS)用のソフトウェアパッケージを
作成する方法について説明します。

対象読者
このドキュメントは、IPSを使用してOracle Solaris 11 OSにインストールしたり、保
守したりできるパッケージを作成するソフトウェア開発者を対象としています。こ
のドキュメントは、IPSについて、そして IPSを使用してOracle Solaris OSを
パッケージ化する方法についてさらなる理解を必要とする開発者やシステム管理者
も対象としています。ベースとなる IPSの設計概念については、読者がより高度な
IPS機能をより簡単に理解して使用できるように説明されています。

内容の紹介
■ 第 1章「IPSの設計目標、概念、および用語」では、IPSの基本的な設計理念とそ
のソフトウェアパターンとしての表現について説明します。

■ 第 2章「IPSを使用したソフトウェアのパッケージ化」では、ユーザー独自の
パッケージを構築するところから始めます。

■ 第 3章「ソフトウェアパッケージのインストール、削除、および更新」では、イ
メージにインストールされるソフトウェアのインストール、更新、および削除時
に IPSクライアントが内部的にどのように機能するかについて説明します。

■ 第 4章「パッケージの依存関係の指定」では、さまざまな種類の IPS依存関係と
それらを使用して作業用ソフトウェアシステムを構築する方法について説明しま
す。

■ 第 5章「バリエーションの許可」では、各種インストールオプションをエンド
ユーザーに提供する方法について説明します。

■ 第 6章「プログラムによるパッケージマニフェストの変更」では、自動的に注釈
が付けられ、チェックされるようにパッケージマニフェストをマシンで編集する
方法について説明します。

7



■ 第 7章「パッケージインストールの一環としてのシステム変更の自動化」で
は、サービス管理機能 (SMF)を使用して、パッケージインストールの結果として
生じる必要なシステム変更を自動的に処理する方法について説明します。

■ 第 8章「パッケージ更新の高度なトピック」では、パッケージの名前変
更、マージ、分割、パッケージ内容の移動、複数のアプリケーション実装の配
布、およびブート環境間での情報の共有について説明します。

■ 第 9章「IPSパッケージの署名」では、IPSパッケージの署名と、開発者および品
質保証組織による新しいパッケージまたは既存の署名付きパッケージの署名方法
について説明します。

■ 第 10章「非大域ゾーンの処理」では、IPSによるゾーンの処理方法について説明
し、パッケージ化で非大域ゾーンを処理する必要がある場合についても説明しま
す。

■ 第 11章「発行されたパッケージの変更」では、管理者がローカルの状況に合わせ
て既存のパッケージを変更する方法について説明します。

■ 付録A「パッケージの分類」では、パッケージ情報分類スキーム定義を示しま
す。

■ 付録 B「IPSを使用してOracle Solaris OSをパッケージ化する方法」では、Oracle
が IPS機能を使用してOracle Solaris OSをパッケージ化する方法について説明しま
す。

関連ドキュメント
■ 『Oracle Solaris 11.1でのサービスと障害の管理』の第 1章「サービスの管理 (概
要)」では、Oracle Solarisサービス管理機能 (SMF)について説明しています

■ 『Oracle Solaris 11.1パッケージリポジトリのコピーおよび作成』
■ 『Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および更新』
■ 『Oracle Solaris 11.1ブート環境の作成と管理』および beadm(1M)のマニュアル
ページ

■ 『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』
■ 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisゾーン、Oracle Solaris 10ゾーン、お
よびリソース管理)』

■ 『Oracle Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステム』

はじめに
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Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

はじめに
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コマンド例のシェルプロンプト
次の表に、Oracle Solaris OSに含まれるシェルのUNIXシステムプロンプトおよび
スーパーユーザープロンプトを示します。コマンド例では、シェルプロンプトはコ
マンドが標準ユーザーと特権付きユーザーのどちらによって実行されるべきかを示
しています。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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IPSの設計目標、概念、および用語

この章では、IPSの基本的な設計理念とそのソフトウェアパターンとしての表現につ
いて説明します。

IPSの設計目標
IPSは、Oracle Solarisの顧客、開発者、保守管理者、および ISVにとって重大な問題
を引き起こしている以前のソフトウェア配布、インストール、および保守メカニズ
ムに関する長期にわたる問題を取り除くために作られたものです。

IPSの主な設計目標には次が含まれます。

ダウンタイムを最小限に抑える。
計画されたダウンタイムを最小限に抑えるには、マシンの稼働中にソフトウェア
更新を可能にします。

計画外のダウンタイムを最小限に抑えるには、既知の作業用ソフトウェア構成へ
の高速リブートをサポートします。

インストールおよび更新を自動化する。
新しいソフトウェアと、既存ソフトウェアへの更新のインストールをできるだけ
自動化します。

メディア要件を少なくする。
増え続けるソフトウェアサイズと限られた配布メディア容量の問題を解消しま
す。

正しいソフトウェアインストールを検証する。
パッケージの作成者 (発行元)によって定義されたとおりにパッケージが正しくイ
ンストールされるかどうかを確認できるようにしてください。このような
チェックはスプーフィング可能でないようにしてください。

1第 1 章
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簡単な仮想化を有効にする。
さまざまなレベル (特にゾーンを使用するレベル)でOracle Solarisの簡単な仮想化
を可能にするメカニズムを取り入れます。

アップグレードを簡素化する。
既存のシステム用のパッチまたはアップグレードを生成するために必要な労力を
減らします。

簡単なパッケージ作成を可能にする。
ほかのソフトウェア発行元 (ISVやエンドユーザー自身)がOracle Solarisの
パッケージを簡単に作成および発行できるようにします。

これらの目標は、次の考えにつながりました。

ブート環境を必要に応じて作成する。
ZFSスナップショットおよびクローン機能を活用して、ブート環境を必要に応じ
て動的に作成します。
■ Oracle Solaris 11では ZFSがルートファイルシステムとして必要なため、ゾーン
ファイルシステムも ZFS上にある必要があります。

■ ユーザーはブート環境を必要な数だけ作成できます。
■ IPSは、実行中のシステムを変更する前のバックアップの目的で、または新し
いバージョンのOSのインストールのために、ブート環境を必要に応じて自動
的に作成できます。

インストール、パッチ、および更新を統合する。
インストール、パッチ、および更新に使用する、重複したメカニズムとコードを
削除します。

この考えによって、Oracle Solarisの保守方法に、次の重要な例を含む、いくつか
の重大な変更が加えられました。
■ OSソフトウェアの更新とパッチの適用はすべて IPSで直接行われます。
■ 新しいパッケージがインストールされるときはいつでも、それはすでに正確に
正しいバージョンになっています。

インストールが不適切に行われる機会を最小限に抑える。
パッケージインストールでスプーフィング不可能な検証が要求される結果、次の
結論に達します。
■ パッケージを複数の方法でインストールできるようにする必要がある場合
は、検証プロセスでこれが考慮に入れられるように開発者がそれらの方法を指
定する必要があります。

■ パッケージシステムではスクリプト作成者の意図を判断できないため、スクリ
プト作成は本質的に検証不可能です。これは、後述する他の問題ととも
に、パッケージ化の操作中のスクリプト作成の除去につながりました。

■ そのあとの検証が不可能なため、パッケージにそれ自身のマニフェストを編集
するメカニズムを含めることはできません。

IPSの設計目標
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■ 管理者が元の発行元の定義と互換性のない方法でパッケージをインストールす
る場合は、管理者の変更の範囲がアップグレードにより失われることなく明確
で、元のパッケージと同じ方法で検証できるように、パッケージシステムでは
管理者が変更するパッケージを簡単に再発行できるようにするべきです。

ソフトウェアリポジトリを提供する。
サイズ制限を回避する必要性は、いくつかの異なる方法を使用してアクセスされ
るソフトウェアリポジトリモデルにつながりました。さまざまなリポジトリ
ソースを複合して完全なパッケージセットを提供できるので、複数のリポジトリ
を 1つのファイルとして配布できます。この方法では、使用可能なすべてのソフ
トウェアを含めるために単一のメディアは必要ありません。切断状態での操作ま
たはファイアウォールで保護された操作をサポートするために、リポジトリをコ
ピーしてマージするためのツールが用意されています。

メタデータをソフトウェアパッケージの一部として含める。
複数の (場合によっては競合する)ソフトウェア発行元を有効にしたいという願い
は、すべてのパッケージメタデータをパッケージそのものに格納する決定につな
がりました:すべてのパッケージや依存関係などの情報のためのマスターデータ
ベースは存在しません。ソフトウェア発行元からの使用可能パッケージのカタロ
グは、パフォーマンスの理由でリポジトリの一部になっていますが、パッケージ
に含まれるデータからそのカタログを再生成することもできます。

ソフトウェアの自己アセンブリ
上記の目標や考えを踏まえて、IPSはソフトウェアの自己アセンブリという一般概念
を取り入れています:システムにインストールされたソフトウェアのどのコレク
ションも、パッケージ化の操作が完了するときまで、またはソフトウェアの実行時
に、そのシステムがブートすると、コレクション自身を作業用構成に組み込むこと
ができます。

ソフトウェアの自己アセンブリでは、IPSでのインストール時のスクリプト作成が必
要ありません。ソフトウェアは自身の構成に責任を持ち、パッケージシステムがソ
フトウェアの代わりにその構成を実行するのに頼ることはありません。ソフト
ウェアの自己アセンブリを使用すると、パッケージシステムは、現在ブートしてい
ないブート環境や、オフラインのゾーンルートなどの代替イメージでも安全に動作
できます。また、自己アセンブリは実行時イメージに対してのみ実行されるた
め、パッケージ開発者はバージョン間またはアーキテクチャー間の実行時コンテキ
ストに対処する必要はありません。

ブート前にオペレーティングシステムイメージの準備が多少必要です。そうすれ
ば、IPSはこれを透過的に管理できます。イメージの準備には、ブートブロックの更
新、ブートアーカイブ (ramdisk)の準備、および一部のアーキテクチャーではブート
環境選択のメニューの管理などがあります。

ソフトウェアの自己アセンブリ
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ソフトウェアの自己アセンブリ用のツール
次の IPS機能および特性により、ソフトウェアの自己アセンブリが容易になります。

不可分なソフトウェアオブジェクト
アクションとは IPSでのソフトウェア配布の不可分単位です。各アクションは 1つの
ソフトウェアオブジェクトを配布します。そのソフトウェアオブジェクト
は、ファイル、ディレクトリ、リンクなどのファイルシステムオブジェクトに
も、ユーザー、グループ、ドライバなどのより複雑なソフトウェア構成にもなり得
ます。SVR4パッケージシステムでは、これらのより複雑なアクションタイプは、ク
ラスアクションスクリプトを使用して処理されます。IPSでは、スクリプト作成は必
要ありません。

アクションは、いくつかのパッケージにまとめられ、ライブイメージとオフライン
イメージの両方からインストール、更新、および削除できます。

アクションについては、21ページの「パッケージの内容:アクション」に詳しく説
明されています。

構成の合成
IPSでは、パッケージ化の操作中に各構成ファイルを更新するために膨大なスクリプ
ト作成を必要とする複雑な構成ファイルを保守するのではなく、構成ファイルのフ
ラグメントを配布することを推奨しています。パッケージ化されたアプリ
ケーションは、その構成の読み取り時にそれらのフラグメントに直接アクセスでき
ます。あるいは、フラグメントを完全な構成ファイルにまとめてから読み取ること
もできます。

Oracle Solaris 11のユーザー属性データベースは、断片化された構成ファイルの良い
例の 1つです。/etc/user_attr構成ファイルは、システム上の役割とユーザーに対し
て拡張属性を構成するために使用します。Oracle Solaris 11では、/etc/user_attr

ファイルはローカルの変更にのみ使用します。完全な構成は、/etc/user_attr.d

ディレクトリに配布された別個のファイルから読み取られます。完全な構成のフラ
グメントが、複数のパッケージによって配布されます。フラグメントがインス
トール、削除、または更新されるときにスクリプト作成は必要ありません。

構成ファイルを合成するこの方法では、合成を考慮に入れてソフトウェアが記述さ
れる必要があり、これは常に可能であるとはかぎりません。

合成をサポートする別の方法は、サービスで構成ファイルを揮発性のものとして処
理し、構成のフラグメントがインストール、削除、または更新されたときに構成
ファイルを再構築することです。一般に、このアセンブリは SMFサービスによって
行われます。SMFサービスによるアセンブリについては、次の項目で詳しく説明し
ます。

ソフトウェアの自己アセンブリ
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アクチュエータと SMFサービス
アクチュエータとは、パッケージシステムによって配布されたアクションに適用さ
れるタグのことで、そのアクションがインストール、削除、または更新されたとき
にシステム変更をもたらします。これらの変更は通常、SMFサービスとして実装さ
れます。

SMFサービスはソフトウェアを直接構成できます。あるいは、SMFサービスは SMF
マニフェストに配布されたデータまたはシステムにインストールされたファイルか
ら提供されたデータを使用して構成ファイルを構築することもできます。

SMFには、依存関係を表現するための多機能な構文があります。各サービスは、そ
の依存関係がすべて満たされたときにのみ実行されます。

どのサービスも、それ自身を svc:/milestone/self-assembly-complete:default SMF
マイルストーンへの依存関係として追加できます。ブートオペレーティングシステ
ムがこのマイルストーンに到達すると、自己アセンブリのすべての操作が行われま
す。

不変ゾーンと呼ばれる特別な種類のゾーンは、そのファイルシステムの一部に対す
る制限付き書き込みアクセス権を持つように構成できるゾーンです。zonecfg(1M)の
マニュアルページの file-mac-profileの説明を参照してください。この種のゾーン
で自己アセンブリを完了するには、ゾーンを読み取り/書き込みでブートしま
す。self-assembly-complete SMFマイルストーンのあと、ゾーンが必要な
file-mac-profile設定に自動的にブートされます。

Oracle Solarisでのソフトウェアの自己アセンブリ
の例
次の例では、Oracle Solarisの一部として配布されるパッケージについて説明します。

Apache Web Server
自己アセンブリの良い例の 1つは、Apache Web ServerのOracle Solarisパッケージの中
にあります: pkg:/web/server/apache-22。このパッケージに
は、/etc/apache2/2.2/conf.dを参照する Include指令を含むデフォルトの
httpd.confファイルが付属しています。

Include /etc/apache2/2.2/conf.d/*.conf

別のパッケージでは、新しい .confファイルをそのディレクトリに配布
し、refresh_fmriアクチュエータを使用して、この新しい .confファイルを配布する
パッケージがインストール、更新、または削除されたときに必ずApacheインスタン
スを自動的にリフレッシュできます。Apacheインスタンスをリフレッシュする
と、Webサーバーでその構成が再構築されます。

ソフトウェアの自己アセンブリ
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file etc/apache2/2.2/conf.d/custom.conf path=etc/apache2/2.2/conf.d/custom.conf \

owner=root group=bin mode=0644 refresh_fmri=svc:/network/http:apache22

refresh_fmriアクチュエータの使用方法については、42ページの「必要とされる
ファセットまたはアクチュエータがあれば追加する」および第 7章「パッケージイ
ンストールの一環としてのシステム変更の自動化」を参照してください。

構成フラグメントを提供する複数のパッケージ
Oracle Solaris OSでの自己アセンブリのもう 1つの例は、内容を
/etc/security/exec_attr.d/ディレクトリに配布するいくつかのパッケージで確認で
きます。

以前のOracle Solarisリリースでは、SMFサービスは exec_attr.dに配布されたファイ
ルをマージして 1つのデータベース /etc/security/exec_attrにしていまし
た。Oracle Solaris 11 OSでは、libsecdbが exec_attr.d内のフラグメントを直接読み
取るため、別のサービスでマージを行う必要がなくなりました。

構成のフラグメントを含む /etc/security内の他のディレクトリも同様の方法で処
理されます。

IPSパッケージのライフサイクル
このセクションでは、IPSパッケージのライフサイクル内の各状態についての概要を
説明します。最良の結果を得るために、パッケージ開発者とシステム管理者の両者
がパッケージライフサイクルのさまざまな局面について理解しておく必要がありま
す。

作成 だれでもパッケージを作成できます。IPSでは、パッケージ作成者
に、特定のソフトウェア構築システムもディレクトリ階層も課しま
せん。パッケージ作成の詳細は、第 2章「IPSを使用したソフト
ウェアのパッケージ化」を参照してください。パッケージ作成の各
側面については、このガイドの残りの章を通して説明します。

発行 パッケージが IPSリポジトリ (HTTPの場所とファイルシステムの
どちらか)に発行されます。発行されたパッケージは .p5p

パッケージアーカイブファイルに変換することもできます。IPSリ
ポジトリからソフトウェアにアクセスするには、pkg

set-publisherコマンドを使用してリポジトリをシステムに追加す
ることも、pkgコマンドで -gオプションを使用して一時ソースとし
てリポジトリにアクセスすることもできます。パッケージの発行の
例は、第 2章「IPSを使用したソフトウェアのパッケージ化」に示
されています。

インストール http://、https://、または file:// URL経由でアクセスされる IPS
リポジトリから、あるいは .p5pパッケージアーカイブから
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パッケージをシステムにインストールできます。パッケージのイン
ストールについては、第 3章「ソフトウェアパッケージのインス
トール、削除、および更新」に詳しく説明されています。

更新 更新されたバージョンのパッケージが使用可能になり、IPSリポジ
トリに発行されるか、新しい .p5pパッケージアーカイブとして配
布される可能性があります。その後、インストールされた
パッケージは個別に、またはシステム全体の更新の一部として最新
の状態にすることができます。

IPSは SVR4パッケージシステムが行なっていた「パッチ」という
概念を使用しないことに注意してください。IPSパッケージ化され
たソフトウェアへの変更はすべて、更新されたパッケージによって
配布されます。

パッケージの更新はパッケージのインストールとほぼ同じように行
われますが、パッケージシステムは更新されたパッケージによって
配布された変更部分のみをインストールするように最適化されてい
ます。パッケージの更新については、第 3章「ソフトウェア
パッケージのインストール、削除、および更新」に詳しく説明され
ています。

名前の変更 パッケージの有効期間中はパッケージの名前を変更できま
す。パッケージの名前は、組織上の理由のため、またはパッケージ
をリファクタリングするために変更されることがありま
す。パッケージのリファクタリングの例として、いくつかの
パッケージを 1つのパッケージに統合したり、1つのパッケージを
複数の小さなパッケージに分けたりすることがあげられます。

IPSはパッケージ間を移動する内容を正常に処理します。IPSで
は、古いパッケージ名がシステム上に存続することを許可してお
り、ユーザーが名前変更されたパッケージをインストールするよう
求めると、自動的に新しいパッケージをインストールしま
す。パッケージの名前変更については、第 10章に詳しく説明され
ています。

廃止 最終的に、パッケージはその有効期間の終わりに達する可能性があ
ります。パッケージの発行元では、パッケージがサポートされなく
なり、入手可能な更新がなくなると判断することがあります。IPS
では、発行元がそのようなパッケージに廃止のマークを付けること
を許可しています。

廃止されたパッケージはほとんどの依存関係でターゲットとして他
のパッケージから使用できなくなり、廃止バージョンにアップグ
レードされたパッケージはすべてシステムから自動的に削除されま

IPSパッケージのライフサイクル
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す。パッケージの廃止については、86ページの「パッケージの名
前変更、マージ、および分割」に詳しく説明されています。

削除 最後に、削除するパッケージへの依存関係を持つパッケージがほか
にない場合は、そのパッケージをシステムから削除できま
す。パッケージの削除については、第 3章「ソフトウェア
パッケージのインストール、削除、および更新」に詳しく説明され
ています。

IPS用語およびコンポーネント
このセクションでは、IPS用語を定義し、IPSコンポーネントについて説明します。

インストール可能なイメージ
IPSはパッケージをイメージにインストールするように設計されています。イメージ
とはディレクトリツリーであり、必要に応じてさまざまな場所にマウントできま
す。イメージは、次の 3つのタイプのいずれかです。

フル フルイメージでは、イメージ自体の中ですべての依存関係が解決さ
れ、IPSが一貫した方法で依存関係を維持します。

ゾーン 非大域ゾーンイメージは、フルイメージ (親の大域ゾーンイメージ)に
リンクされていますが、それらだけでは完全なシステムを提供しませ
ん。ゾーンイメージでは、IPSは、パッケージ内の依存関係によって定
義されているとおりに、非大域ゾーンと大域ゾーンの一貫性を維持しま
す。

ユーザー ユーザーイメージは、再配置可能なパッケージのみを含みます。

通常、イメージは pkg image-createによってではなく、インストーラ (beadm(1M)や
zonecfg(1M)など)によって作成またはクローンされます。

パッケージ識別子: FMRI
各 IPSパッケージは、スキーム pkgを使用して、発行元、名前、およびバージョンか
ら成る障害管理リソース識別子 (FMRI)によって表されます。次のパッケージ FMRI
の例では、solarisが発行元、system/libraryがパッケージ名、そして
0.5.11,5.11-0.175.0.0.0.2.1:20111019T082311Zがバージョンです。

pkg://solaris/system/library@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.2.1:20120919T082311Z

IPS用語およびコンポーネント
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FMRIは、結果となる FMRIが引き続き一意である場合は、省略形で指定することが
できます。スキーム、発行元、およびバージョンは省略できます。パッケージ名の
先頭のコンポーネントは省略できます。

■ FMRIが pkg://または //で始まる場合、//のあとの最初の語は発行元名である
必要があり、パッケージ名からコンポーネントを省略することはできませ
ん。パッケージ名からコンポーネントを省略しない場合、そのパッケージ名は完
全、またはルート指定とみなされます。

■ FMRIが pkg:/または /で始まる場合、そのスラッシュのあとの最初の語は
パッケージ名であり、パッケージ名からコンポーネントを省略することはできま
せん。発行元名はなくても構いません。

■ バージョンが省略されている場合、パッケージは通常、インストール可能な最新
バージョンのパッケージに解決されます。

パッケージ発行元
発行元とは、パッケージを開発および構築するエンティティーの 1つです。発行元
名 (接頭辞)は、独自の方法でこのソースを識別します。発行元名には、大文字、小
文字、数字、ハイフン、およびピリオド、つまり有効なホスト名と同じ文字を含め
ることができます。インターネットのドメイン名または登録商標は、自然の名前空
間のパーティション分割を提供するので、発行元名に適しています。

パッケージクライアントは、パッケージソリューションの算出時に指定の発行元の
指定されたすべてのパッケージソースを結合します。

パッケージ名
パッケージ名は階層構造になっていて、任意の数のコンポーネントがスラッシュ (/)
文字で区切られています。パッケージ名のコンポーネントは、文字または数字で始
める必要があり、アンダースコア (_)、ハイフン (-)、ピリオド (.)、およびプラス記
号 (+)を含めることができます。パッケージ名のコンポーネントは大文字と小文字が
区別されます。

パッケージ名は、発行元の間で単一の名前空間を形成します。名前とバージョンが
同じで発行元が異なるパッケージは、外部依存関係や外部インタフェースの観点か
ら取り替え可能とみなされます。

パッケージ名の先頭のコンポーネントは、使用するパッケージ名が一意であれ
ば、省略できます。たとえば、/driver/network/ethernet/e1000gは
network/ethernet/e1000g、ethernet/e1000g、または単なる e1000gにも減らすこと
ができます。パッケージ名からコンポーネントを省略しない場合、そのパッケージ
名は完全、またはルート指定とみなされます。パッケージクライアントがあいまい
なパッケージ名に関してエラーを出す場合は、指定するパッケージ名のコンポーネ
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ントを増やすか、完全なルート指定の名前を指定します。パッケージ名を選択する
ときは、あいまいさの可能性をできるだけ減らしてください。

FMRIに発行元名が含まれている場合は、完全なルート指定のパッケージ名を指定す
る必要があります。

スクリプトは、パッケージを参照するとき、その完全なルート指定の名前を使用し
ます。

FMRIは、アスタリスク (*)を使ってパッケージ名の一部を一致させることで指定す
ることもできます。したがって、/driver/*/e1000gおよび /dri*00gはどちらも
/driver/network/ethernet/e1000gに展開されます。

パッケージバージョン
パッケージバージョンは、句読点で句切られた 4つの整数の並びで構成されま
す。最初の 3つの並びに含まれる要素はドットで区切られ、これらの並びの長さは
任意です。パッケージバージョンによるあいまいなソートを考慮して、バージョン
要素の先頭にゼロを指定することは禁じられています。たとえば、01.1や 1.01は無
効なバージョン要素です。

次のパッケージバージョンの例では、最初の並びは 0.5.11、次の並びは 5.11、3番
目の並びは 0.175.1.0.0.2.1、そして 4番目の並びは 20120919T082311Zです。

0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.2.1:20120919T082311Z

コンポーネントバージョン 最初の並びはコンポーネントバージョンです。Oracle
Solarisの一部として開発されるコンポーネントの場
合、この並びはリリースにおけるこのパッケージが最
後に変更された時点を表します。独自の開発ライフサ
イクルを持つコンポーネントの場合、この並びは
ドット付きのリリース番号 (2.4.10など)です。

ビルドバージョン 2番目の並びはビルドバージョンです。この並び (存
在する場合)はコンマのあとに続ける必要がありま
す。Oracle Solarisでは、この並びを使用し
て、パッケージがコンパイルされたOSのリリースを
示します。

ブランチバージョン 3番目の並びは、ベンダー固有の情報を提供するブラ
ンチバージョンです。この並び (存在する場合)はハ
イフンのあとに続ける必要があります。この並びには
ビルド番号を含めることも、他のなんらかの情報を指
定することもできます。この値は、コンポーネントと
は無関係に、パッケージメタデータが変更されたとき
に増分できます。Oracle Solarisでのブランチ
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バージョンフィールドの使用方法については、117
ページの「Oracle Solarisパッケージのバージョン管
理」を参照してください。

タイムスタンプ 4番目の並びはタイムスタンプです。この並び (存在
する場合)はコロンのあとに続ける必要がありま
す。この並びは、パッケージの発行された日付と時間
をGMTタイムゾーンで表します。この並び
は、パッケージが発行されると自動的に更新されます

パッケージバージョンは、左から右の順で並べられます: @の直後の数字が
バージョン領域で最上位の部分です。タイムスタンプは、バージョン領域で最下位
の部分です。

pkg.human-version属性を使用すると、人間が読める形式の文字列を格納できます
が、上記のバージョン管理スキームも必要です。27ページの「設定アクション」に
記述されているように、人間が読める形式の文字列は表示のためにのみ使用しま
す。

任意の長さのバージョンを許可することで、IPSはソフトウェアをサポートするため
のさまざまなモデルに対応できます。たとえば、パッケージの作成者はビルドまた
はブランチバージョンを使用して、バージョン管理スキームの一部分をセキュリ
ティー更新に割り当て、別の部分を有償または無償のサポート更新に割り当て、さ
らに別の部分をマイナーバグ修正に割り当てるなど、必要な情報をすべて割り当て
ることができます。

バージョンをトークン latestにして、既知の最新バージョンを指定することもでき
ます。

Oracle Solarisによるバージョン管理の実装方法については、付録 B「IPSを使用して
Oracle Solaris OSをパッケージ化する方法」に説明されています。

パッケージの内容:アクション
アクションはパッケージを構成するソフトウェアを定義します。それらはこのソフ
トウェアコンポーネントの作成に必要なデータを定義します。パッケージの内容
は、パッケージマニフェストファイル内に 1組のアクションとして表されます。

パッケージマニフェストは、大部分がプログラムを使って作成されま
す。パッケージ開発者は最小限の情報を指定し、第 2章「IPSを使用したソフト
ウェアのパッケージ化」に説明されているように、パッケージ開発ツールを使って
マニフェストを完成させます。

アクションは、パッケージマニフェストファイル内に次の形式で表されます。
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action_name attribute1=value1 attribute2=value2 ...

次のアクションの例では、dirはこのアクションがディレクトリを指定していること
を示しています。形式 name=valueの属性は、そのディレクトリのプロパティーを記
述しています。

dir path=a/b/c group=sys mode=0755 owner=root

次の例は、データが関連付けられているアクションを示しています。この fileアク
ションでは、name=接頭辞を持たない 2番目のフィールドはペイロードと呼ばれま
す。

file 11dfc625cf4b266aaa9a77a73c23f5525220a0ef path=etc/release owner=root \

group=sys mode=0444 chash=099953b6a315dc44f33bca742619c636cdac3ed6 \

pkg.csize=139 pkg.size=189 variant.arch=i386

この例では、ペイロードはファイルの SHA-1ハッシュです。このペイロードはま
た、次の例に示すように、hashという名前の標準属性として示されることもありま
す。同じアクション内に両方の形式が存在する場合、それらには同じ値を指定する
必要があります。

file hash=11dfc625cf4b266aaa9a77a73c23f5525220a0ef path=etc/release owner=root \

group=sys mode=0444 chash=099953b6a315dc44f33bca742619c636cdac3ed6 \

pkg.csize=139 pkg.size=189 variant.arch=i386

アクションメタデータは自由に拡張できます。必要に応じて、さらなる属性をアク
ションに追加できます。属性名には、空白、引用符、または等号 (=)を含めることは
できません。属性値にはそれらをすべて指定できますが、空白を含む値は一重また
は二重引用符で囲む必要があります。二重引用符で囲まれた文字列の内側では一重
引用符をエスケープする必要はなく、一重引用符で囲まれた文字列の内側では二重
引用符をエスケープする必要はありません。引用符で囲まれた文字列が終わるのを
防ぐために、引用符には接頭辞としてバックスラッシュ (\)を付けることができま
す。バックスラッシュは、バックスラッシュでエスケープできます。カスタムの属
性名には、意図しない名前空間のオーバーラップを防ぐために一意の接頭辞を使用
するようにしてください。19ページの「パッケージ発行元」の発行元名の説明を参
照してください。

同じ名前で複数の属性を指定することができ、それらは順序付けされていないリス
トとして扱われます。

ほとんどのアクションにはキー属性があります。キー属性とは、このアクションを
イメージ内のほかのすべてアクションとは異なる一意のものにする属性で
す。ファイルシステムオブジェクトの場合、キー属性はそのオブジェクトのパスに
なります。

以降のセクションでは、各 IPSアクションタイプと、それらのアクションを定義する
属性について説明します。アクションタイプについては、pkg(5)のマニュアルページ
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に詳しく説明されていますが、参考のためにここで繰り返し説明します。各セク
ションには、パッケージの作成中にパッケージマニフェスト内に見られるようなア
クション例が含まれています。ほかの属性は、発行中に自動的にアクションに追加
される可能性があります。

ファイルアクション
fileアクションは間違いなくもっとも一般的なアクションです。fileアクションは
通常のファイルを表します。fileアクションはペイロードを参照し、次の 4つの標
準属性があります。

path ファイルがインストールされているファイルシステムのパス。これは file

アクションのキー属性です。path属性の値は、イメージのルートを基準と
しています。先頭に /を含めないでください。

mode ファイルのアクセス権。mode属性の値は、ACLではなく、数値形式による
単純なアクセス権です。

owner ファイルを所有するユーザーの名前。

group ファイルを所有するグループの名前。

ペイロードは通常、位置属性として指定されます:ペイロードは、アクション名のあ
との最初の語であり、属性名はありません。公開されたマニフェストでは、ペイ
ロード値はファイルの内容の SHA-1ハッシュです。まだ公開されていないマニ
フェスト内にペイロードがある場合、pkgsend(1)のマニュアルページに説明されてい
るように、それはペイロードがあるパスを表しています。ペイロード値に等号
(=)、二重引用符 (")、または空白文字が含まれている場合は、位置属性ではなく hash

という属性を使用する必要があります。位置属性と hash属性の両方を同じアク
ションで使用できますが、ハッシュが同一である必要があります。

fileアクションには、次の属性を含めることもできます。

preserve ファイルの内容がそのファイルのインストールまたは最後の
アップグレード以降に変更されたと判定された場合、アップグ
レード時にその内容を上書きすべきではないことを指定しま
す。初期インストール時に既存のファイルが見つかった場合、そ
の既存のファイルは回収されます (/var/pkg/lost+found内に格納
されます)。

preserve属性は、次のいずれかの値を持ちます。

renameold 既存のファイルは拡張子 .oldを使用して名前が変更
され、新しいファイルがその場所に置かれます。

renamenew 既存のファイルはそのまま残され、新しいファイル
が拡張子 .newでインストールされます。
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legacy このファイルは、パッケージの初期インストールで
はインストールされません。アップグレード時、既
存のファイルはすべて拡張子 .legacyを使用して名
前が変更され、新しいファイルがその場所に置かれ
ます。

true 既存のファイルがそのまま残され、新しいファイル
はインストールされません。

overlay このアクションによってほかのパッケージが同じ場所にファイル
を配布できるか、またはそれによって別のファイルをオーバーレ
イすることを目的にしたファイルが配布されるかを指定しま
す。この機能は、どの自己アセンブリにも参加しておらず (たとえ
ば、/etc/motd)、かつ安全に上書きできる構成ファイルで使用され
ることを目的にしています。

overlayが指定されていない場合は、複数のパッケージが同じ場所
にファイルを提供することはできません。

overlay属性は、次のいずれかの値を持ちます。

allow もう 1つのパッケージが同じ場所にファイルを配布でき
るようになります。preserve属性も同時に設定されてい
ないかぎり、この値は意味を持ちません。

true このアクションによって配布されたファイルは、allow

を指定したほかのすべてのアクションを上書きします。

インストールされたファイルへの変更は、オーバーレイしている
ファイルの preserve属性の値に基づいて保持されます。削除
時、ファイルの内容は、preserve属性が指定されたかどうかには
関係なく、オーバーレイされているアクションがまだインス
トールされている場合は保持されます。別のファイルを
オーバーレイできるのは 1つのアクションだけであ
り、mode、owner、および group属性が一致している必要がありま
す。

original_name この属性は、パッケージからパッケージに、場所から場所に、あ
るいはその両方で移動している編集可能なファイルを処理するた
めに使用されます。この属性の値は、元のパッケージの名前のあ
とに、コロンが続き、そのあとにそのファイルの元のパスが続き
ます。削除されているファイルはすべて、そのパッケージとパ
ス、または original_name属性の値 (指定されている場合)のどちら
かを使用して記録されます。original_name属性が設定された、イ
ンストールされている編集可能なファイルはすべて、それが同じ
パッケージ化の操作の一部として削除されている場合は、その名
前のファイルを使用します。
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この属性を一度設定したら、パッケージまたはファイルが繰り返
し名前変更されても、その値を変更しないでください。同じ値を
保持することで、以前のすべてのバージョンからアップグレード
を行うことができます。

release-note この属性は、このファイルにリリースノートテキストが含まれて
いることを示すために使用されます。この属性の値
は、パッケージ FMRIです。元のイメージに存在し、元のイメージ
内のパッケージよりも新しいバージョンのパッケージ名が FMRIで
指定されている場合、このファイルはリリースノートに含まれま
す。特別な FMRI (feature/pkg/self)は、含まれるパッケージを指
します。feature/pkg/selfのバージョンが 0の場合、このファイル
は初期インストールのリリースノートにのみ含まれます。

revert-tag この属性は、セットとして元に戻すべき編集可能なファイルをタ
グ付けするために使用されます。複数の revert-tag値を指定でき
ます。それらのいずれかのタグが指定された状態で pkg revertコ
マンドが呼び出されると、このファイルはそのマニフェストで定
義された状態に戻ります。revertサブコマンドについては、pkg(1)
のマニュアルページを参照してください。

特定のタイプのファイルには追加の属性を指定できます。ELFファイルの場合
は、次の属性が認識されます。

elfarch ELFファイルのアーキテクチャー。この値は、そのファイルが構築され
たアーキテクチャー上での uname -pの出力です。

elfbits この値は 32または 64です。

elfhash この値は、バイナリがロードされるときにメモリーにマップされる
ファイル内の ELFセクションのハッシュです。これらは、2つのバイナ
リの実行可能ファイルの動作が異なるかどうかを判定するときに考慮す
る必要のある唯一のセクションです。

fileアクションの例は次のとおりです。

file path=usr/bin/pkg owner=root group=bin mode=0755

ディレクトリアクション
dirアクションは、それが通常のファイルではなくディレクトリを表すことを除け
ば、ファイルシステムオブジェクトを表すという点で fileアクションに似ていま
す。dirアクションには、fileアクション (path、owner、group、および mode)と同じ
4つの標準属性があり、pathがキー属性です。

ディレクトリは、IPSでカウントされる参照です。あるディレクトリを明示的または
暗黙的に参照している最後のパッケージが参照を行わなくなると、そのディレクト
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リは削除されます。そのディレクトリにパッケージ解除されたファイルシステムオ
ブジェクトが含まれている場合、それらの項目は /var/pkg/lost+foundに移動されま
す。

パッケージ解除された内容を新しいディレクトリに移動するには、次の属性を使用
します。

salvage-from 回収された項目のディレクトリを指定します。このような属性を持
つディレクトリは、作成時、回収されたディレクトリの内容を継承
します (その内容が存在する場合)。例については、89ページ
の「ディレクトリの削除または名前変更時のパッケージ解除された
内容の移動」を参照してください。

インストール中に、pkg(1)では、システム上の指定されたディレクトリアクションの
すべてのインスタンスに同じ owner、group、および mode属性値が含まれていること
を確認します。競合する値がシステム上に、または同じ操作でインストールされる
ほかのパッケージ内に見つかった場合、dirアクションはインストールされません。

dirアクションの例は次のとおりです。

dir path=usr/share/lib owner=root group=sys mode=0755

リンクアクション
linkアクションはシンボリックリンクを表します。linkアクションには、次の標準
属性があります。

path シンボリックリンクがインストールされるファイルシステムのパス。これ
は linkアクションのキー属性です。

target シンボリックリンクのターゲット。リンクの解決先のファイルシステムオ
ブジェクト。

linkアクションは、指定されたソフトウェアの複数のバージョンまたは実装を同時
にシステムにインストールできるようにする属性も取ります。そのようなリンクは
仲介リンクであるため、管理者はどのリンクがどのバージョンまたは実装を指すか
を必要に応じて簡単に切り替えられます。これらの調停されたリンクについては、89
ページの「複数のアプリケーション実装の配布」に説明されています。

linkアクションの例は次のとおりです。

link path=usr/lib/libpython2.6.so target=libpython2.6.so.1.0

ハードリンクアクション
hardlinkアクションは、ハードリンクを表します。それは linkアクションと同じ属
性を持ち、そのキー属性も同じく pathです
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hardlinkアクションの例は次のとおりです。

hardlink path=opt/myapplication/hardlink target=foo

設定アクション
setアクションは、パッケージの説明などの、パッケージレベルの属性 (またはメタ
データ)を表します。

次の属性が認識されます。

name 属性の名前。

value 属性に与えられた値。

setアクションは、パッケージ作成者が選択した任意のメタデータを提供できま
す。次の属性名はパッケージシステムにとって特別な意味を持ちます。

pkg.fmri 含まれるパッケージの名前とバージョン。

info.classification pkg(5)クライアントがパッケージを分類するために使用でき
る 1つ以上のトークン。この値には、スキーム (
org.opensolaris.category.2008や org.acm.class.1998など)
と実際の分類 (アプリケーション/ゲームなど)がコロン (:)
で区切られて含まれています。スキームは
packagemanager(1) GUIによって使用されま
す。info.classificationの一連の値が付録A「パッケージ
の分類」に記載されています。

pkg.summary この説明の簡単な概要。この値は、pkg list -s の出力の各
行の終わりと pkg infoの出力の 1つの行に表示されま
す。この値は 60文字以内にします。この値はパッケージと
は何かについて説明し、パッケージの名前または
バージョンを繰り返すことはしません。

pkg.description パッケージの内容と機能の詳細な説明。通常は、1つの段落
程度の長さです。この値は、このパッケージをインス
トールするとよい理由を説明します。

pkg.obsolete trueの場合、パッケージは廃止としてマークされていま
す。廃止されたパッケージには、setアクション以外のアク
ションは存在せず、また名前変更としてマークしてはいけ
ません。パッケージの廃止については、88ページ
の「パッケージの廃止」に説明されています。

pkg.renamed trueの場合は、パッケージの名前が変更されました。この
パッケージには、このパッケージの名前が変更されたあと
のパッケージバージョンを指す 1つ以上の dependアク
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ションも含まれている必要があります。パッケージを名前
変更と廃止の両方としてマークすることはできません
が、それ以外は任意の数の setアクションを含めることがで
きます。パッケージの名前変更については、86ページ
の「パッケージの名前変更、マージ、および分割」に説明
されています。

pkg.human-version IPSによって使用されるバージョンスキームは厳格
で、pkg.fmriバージョンフィールドに文字または語を指定
できません。人間が読める一般的なバージョンが指定の
パッケージで使用可能である場合は、そのバージョンをこ
こに設定できます。この値は IPSツールによって表示されま
す。この値はバージョン比較のベースとして使用され
ず、pkg.fmriバージョンの代わりに使用することはできま
せん。

その他の情報属性とOracle Solarisによって使用される属性については、付録 B「IPS
を使用してOracle Solaris OSをパッケージ化する方法」に説明されています。

setアクションの例は次のとおりです。

set name=pkg.summary value="Image Packaging System"

ドライバアクション
driverアクションはデバイスドライバを表します。driverアクションはペイロード
を参照しません。ドライバファイル自体を fileアクションとしてインストールする
必要があります。次の属性が認識されています。これらの属性値の詳細
は、add_drv(1M)を参照してください。

name ドライバの名前。多くの場合はドライババイナリのファイル名です
が、必ずしもそうとは限りません。これは driverアクションの
キー属性です。

alias ドライバの別名。特定のドライバが複数の alias属性を持つことが
できます。特殊な引用符の規則は必要ありません。

class ドライバクラス。特定のドライバが複数の class属性を持つことが
できます。

perms このドライバのデバイスノードのファイルシステムアクセス権。

clone_perms このドライバに対するクローンドライバのマイナーノードのファイ
ルシステムアクセス権。

policy このデバイスの追加のセキュリティーポリシー。特定のドライバが
複数の policy属性を持つことができますが、マイナーデバイスの指
定が複数の属性に存在することはできません。
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privs このドライバで使用される特権。特定のドライバが複数の privs属
性を持つことができます。

devlink /etc/devlink.tabのエントリ。この値はファイルに書き込まれる行
そのものであり、タブは \tで示されます。詳細は、devlinks(1M)の
マニュアルページを参照してください。特定のドライバが複数の
devlink属性を持つことができます。

driverアクションの例は次のとおりです。

driver name=vgatext \

alias=pciclass,000100 \

alias=pciclass,030000 \

alias=pciclass,030001 \

alias=pnpPNP,900 variant.arch=i386 variant.opensolaris.zone=global

依存アクション
dependアクションは、パッケージ間の依存関係を表します。あるパッケージが別の
パッケージに依存することがあります。たとえば、最初のパッケージの機能を有効
にする (場合によってはインストールする)ために、2番目のパッケージの機能が必要
な場合があります。依存関係については、第 4章「パッケージの依存関係の指
定」に説明されています。

次の属性が認識されます。

fmri 依存関係のターゲットを表す FMRI。これは dependアクションの
キー属性です。FMRI値に発行元を含めてはいけません。パッケージ
名は、それがスラッシュ (/)で始まらなくても、完全 (つまりルート指
定)とみなされます。タイプ require-anyの依存関係は、複数の fmri

属性を持つことができます。fmri値ではバージョンはオプションです
が、依存関係のタイプによっては、バージョンのない FMRIは意味を
持ちません。

FMRI値にはアスタリスク (*)を使用できず、バージョンに対して
latestトークンを使用することもできません。

type 依存関係のタイプ。

require ターゲットパッケージが必要であり、かつ fmri属性
で指定されたバージョン以上のバージョンを持ってい
る必要があります。バージョンが指定されていない場
合は、任意のバージョンが依存関係を満たしま
す。require依存関係のいずれかを満たすことができ
ない場合、そのパッケージはインストールできませ
ん。
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optional 依存関係のターゲットが存在する場合は、指定された
バージョンレベル以上である必要があります。

exclude 指定されたバージョンレベル以上で依存関係の
ターゲットが存在する場合は、含んでいるパッケージ
をインストールできません。バージョンが指定されて
いない場合、ターゲットパッケージは、依存関係を指
定しているパッケージと同時にインストールできませ
ん。

incorporate 依存関係はオプションですが、ターゲットパッケージ
のバージョンは制約されます。制約と凍結について
は、第 4章「パッケージの依存関係の指定」を参照し
てください。

require-any 複数の fmri属性で指定された複数のターゲット
パッケージのいずれか 1つが、依存関係タイプ
requireと同じ規則に従って依存関係を満たすことが
できます。

conditional 依存関係のターゲットは、predicate属性で定義され
たパッケージがシステム上に存在する場合にのみ必要
です。

origin このパッケージのインストールの前に、依存関係の
ターゲット (存在する場合)は変更されるイメージ上の
指定された値以上である必要があります。root-image

属性の値が trueである場合、このパッケージをイン
ストールするには、/をルートとするイメージ上に
ターゲットが存在する必要があります。

group 依存関係のターゲットは、パッケージがイメージ回避
リスト上にないかぎり必要です。廃止された
パッケージは、暗黙のうちに group依存関係を満たす
ことに注意してください。イメージ回避リストについ
ては、pkg(1)のマニュアルページの avoidサブコマン
ドを参照してください。

parent 依存関係は、イメージが子イメージ (ゾーンなど)でな
い場合は無視されます。このイメージが子イメージで
ある場合は、親イメージ内に依存関係のターゲットが
存在する必要があります。parent依存関係での
バージョンの照合は、incorporate依存関係で使用さ
れるものと同じです。

predicate conditional依存関係の述語を表す FMRI。

root-image 先に説明した origin依存関係に対してのみ有効です。
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dependアクションの例は次のとおりです。

depend fmri=crypto/ca-certificates type=require

ライセンスアクション
licenseアクションは、パッケージの内容に関連したライセンスやその他の情報
ファイルを表します。パッケージは licenseアクションを通して、ライセンス、免責
条項、またはその他のガイダンスをパッケージインストーラに配布できます。

licenseアクションのペイロードは、パッケージに関連したイメージメタデータ
ディレクトリに提供され、人間が読める形式のテキストデータのみが含まれている
べきです。licenseアクションのペイロードには、HTMLやその他の形式のマーク
アップが含まれていてはいけません。licenseアクションは、属性を通して、関連す
るペイロードが表示または同意を必要としていることをクライアントに示すことが
できます。表示または同意の方法は、クライアントに任されています。

次の属性が認識されます。

license ユーザーがライセンスのテキスト自体を読まなくてもその内容を判
断できるように支援するための、ライセンスのわかりやすい説明を
提供します。これは licenseアクションのキー属性です。

この値のいくつかの例を次に示します。
■ ABC Co. Copyright Notice
■ ABC Co. Custom License
■ Common Development and Distribution License 1.0 (CDDL)
■ GNU General Public License 2.0 (GPL)
■ GNU General Public License 2.0 (GPL) Only
■ MIT License
■ Mozilla Public License 1.1 (MPL)
■ Simplified BSD License

上に示すように、可能な場合は常にライセンスのバージョンを説明
に含めることをお勧めします。license値は、パッケージ内で一意
である必要があります。

must-accept trueの場合は、関連するパッケージをインストールまたは更新する
には、ユーザーがこのライセンスに同意する必要があります。この
属性を省略すると、falseと同等になります。同意の方法 (たとえ
ば、対話型または構成ベース)は、クライアントに任されていま
す。

must-display trueの場合は、パッケージ化の操作中に、クライアントが license

アクションのペイロードを表示する必要があります。この属性を省
略すると、falseと同等になります。この属性は、コピーライト表
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示に使用してはいけません。操作中に表示する必要のある実際のラ
イセンスまたはその他の素材にのみ使用してください。表示の方法
は、クライアントに任されています。

licenseアクションの例は次のとおりです。

license license="Apache v2.0"

レガシーアクション
legacyアクションは、レガシー SVR4パッケージシステムで使用されるパッケージ
データを表します。legacyアクションに関連付けられた属性は、レガシー SVR4シス
テムのデータベースに追加されるため、これらのデータベースに問い合わせを行
なっているツールは、レガシーパッケージが実際にインストールされているかのよ
うに動作できます。特に、legacyアクションを指定することにより、pkg属性で指定
されたパッケージが SVR4の依存関係を満たすことができます。

次の属性が認識されています。関連するパラメータについては、pkginfo(4)のマ
ニュアルページを参照してください。

category CATEGORYパラメータの値。デフォルト値は systemです。

desc DESCパラメータの値。

hotline HOTLINEパラメータの値。

name NAMEパラメータの値。デフォルト値は none providedです。

pkg インストールされるパッケージの略語。デフォルト値は、パッケージの
FMRIの名前です。これは legacyアクションのキー属性です。

vendor VENDORパラメータの値。

version VERSIONパラメータの値。デフォルト値は、パッケージの FMRIの
バージョンです。

legacyアクションの例は次のとおりです。

legacy pkg=SUNWcsu arch=i386 category=system \

desc="core software for a specific instruction-set architecture" \

hotline="Please contact your local service provider" \

name="Core Solaris, (Usr)" vendor="Oracle Corporation" \

version=11.11,REV=2009.11.11 variant.arch=i386

署名アクション
署名アクションは、IPSでのパッケージ署名のサポートの一部として使用されま
す。署名については、第 9章「IPSパッケージの署名」に詳しく説明されています。
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ユーザーアクション
userアクションは、/etc/passwd、/etc/shadow、/etc/group、および
/etc/ftpd/ftpusersファイルで指定されているようにUNIXユーザーを定義しま
す。userアクションからの情報は適切なファイルに追加されます。

次の属性が認識されます。

username ユーザーの一意の名前。

password ユーザーの暗号化パスワード。デフォルト値は *LK*です。

uid ユーザーの一意の数値 ID。デフォルト値は、100未満の最初に空い
ている値です。

group ユーザーのプライマリグループの名前。この名前は /etc/groupに存
在する必要があります。

gcos-field /etc/passwd内のGECOSフィールドに表される、ユーザーの実
名。デフォルト値は username属性の値です。

home-dir ユーザーのホームディレクトリ。デフォルト値は /です。

login-shell ユーザーのデフォルトのシェル。デフォルト値は空です。

group-list ユーザーが属しているセカンダリグループ。group(4)のマニュアル
ページを参照してください。

ftpuser trueまたは falseに設定できます。trueのデフォルト値
は、ユーザーが FTP経由のログインを許可されていることを示しま
す。ftpusers(4)のマニュアルページを参照してください。

lastchg 1970年 1月 1日と、パスワードが最後に変更された日付の間の日
数。デフォルト値は空です。

min パスワード変更の間の必要な最小日数。パスワードの有効期限を有
効にするには、このフィールドを 0以上に設定する必要がありま
す。デフォルト値は空です。

max パスワードが有効な最大日数。デフォルト値は空です。shadow(4)の
マニュアルページを参照してください。

warn passwordの期限が切れる前にユーザーに警告が表示される日数。

inactive ユーザーに許可されている非活動の日数。これはマシンごとにカウ
ントされます。最終ログインに関する情報は、そのマシンの lastlog

ファイルから取得されます。

expire UNIXエポック (1970年 1月 1日)以降の日数として表される絶対的な
日付。この日数に達すると、ログインを使用できなくなります。た
とえば、13514の期限切れの値は、ログインの有効期限が 2007年 1月
1日であることを指定します。
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flag 空に設定されています。

userアクションの例は次のとおりです。

user gcos-field="pkg(5) server UID" group=pkg5srv uid=97 username=pkg5srv

グループアクション
groupアクションは、group(4)ファイルで指定されているようにUNIXグループを定
義します。グループパスワードのサポートは提供されません。groupアクションで定
義されたグループには最初、ユーザーリストがありません。ユーザーは、userアク
ションを使用して追加できます。

次の属性が認識されます。

groupname グループの名前の値。

gid グループの一意の数値 ID。デフォルト値は、100未満の最初に空いて
いるグループです。

groupアクションの例は次のとおりです。

group groupname=pkg5srv gid=97

パッケージリポジトリ
ソフトウェアリポジトリには、1つ以上の発行元のパッケージが含まれています。リ
ポジトリをさまざまな方法でアクセスできるように構成できます:
HTTP、HTTPS、ファイル (ローカルストレージ上、あるいはNFSまたは SMB経
由)、および自己完結型パッケージアーカイブファイル (通常は .p5p拡張子を持つ)と
して。

パッケージアーカイブを使用すると、IPSパッケージを手軽に配布できるようになり
ます。パッケージアーカイブについては、46ページの「パッケージアーカイブとし
て発行する」に詳しく説明されています。

HTTPまたはHTTPS経由でアクセスされるリポジトリには、サーバープロセス
pkg.depotdが関連付けられています。詳細は、pkg.depotd(1M)のマニュアルページ
を参照してください。例については、『Oracle Solaris 11.1パッケージリポジトリのコ
ピーおよび作成』の「HTTPインタフェースを使用したパッケージの取得」を参照し
てください。

ファイルリポジトリの場合、リポジトリソフトウェアはアクセス中のクライアント
の一部として実行されます。リポジトリは、『Oracle Solaris 11.1パッケージリポジト
リのコピーおよび作成』に示されるように、pkgrepoおよび pkgrecvコマンドを使用
して作成します。
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IPSを使用したソフトウェアの
パッケージ化

この章では、次を含む、独自のパッケージを構築するところから始めます。

■ 新しいパッケージの設計、作成、および発行
■ SVR4パッケージから IPSパッケージへの変換

パッケージの設計
このセクションで説明している優れたパッケージ開発の基準の多くでは、妥協点を
さぐることが必要になります。すべての要件を同じように満たすのは難しいことが
多々あります。次の基準は、重要度の高い順に示されています。ただし、この順番
は状況に応じてゆるやかな目安となるように意図されています。これらの各基準は
重要ですが、適切なパッケージセットを作成するために、これらの要件を最大限に
生かせるかどうかはユーザー次第です。

パッケージ名を選択します。
Oracle Solarisでは、IPSパッケージに階層的な命名方法を使用します。可能なかぎ
り、同じスキームに適合するようにパッケージ名を決定します。ユーザーが pkg

installなどのコマンドに短いパッケージ名を指定できるように、パッケージ名の
最後の部分は一意になるようにします。

クライアントサーバー構成用に最適化します。
パッケージを配置するときに各種パターンのソフトウェア使用 (クライアントと
サーバー)を検討します。適切なパッケージ設計では、影響を受けるファイルを分
割して各構成タイプのインストールを最適化します。たとえば、ネットワークプ
ロトコル実装では、パッケージユーザーがサーバーを必ずしもインストールしな
くてもクライアントをインストールできるようにします。クライアントと
サーバーが実装コンポーネントを共有する場合は、共有ビットを含む基本
パッケージを作成します。
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機能境界に従ってパッケージ化します。
パッケージは自己完結型にし、一連の機能で明確に識別されるようにします。た
とえば、ZFSを含むパッケージはすべての ZFSユーティリティーを含み、ZFSバイ
ナリのみに限定されるようにします。

パッケージは、ユーザーの視点から機能ユニットにまとめるようにします。

ライセンスまたは使用料の境界に従ってパッケージ化します。
契約上の合意により使用料の支払いを必要とするコードや、明確なソフトウェア
ライセンス条項を含むコードは、専用パッケージまたはパッケージのグループに
入れます。コードを必要以上に多くのパッケージに分散しないでください。

パッケージ間のオーバーラップを回避または管理します。
オーバーラップするパッケージは同時にインストールできませ
ん。オーバーラップするパッケージの例は、ファイルシステムの同じ場所に異な
る内容を配布するパッケージです。このエラーはユーザーがそのパッケージをイ
ンストールしようとするまで見つからない可能性があるため、オーバーラップし
ているパッケージはユーザーエクスペリエンスを低下させることがありま
す。pkglint(1)ツールは、パッケージのオーサリングプロセス中にこのエラーを
検出するのに役立つ場合があります。

パッケージの内容が異なる必要がある場合は、exclude依存関係を宣言して、IPS
がこれらパッケージをまとめてインストールすることを許可しないようにしま
す。

パッケージのサイズを適切な大きさにします。
パッケージはソフトウェアの単一ユニットを表しており、インストールされるか
されないかのどちらかです。(パッケージがオプションのソフトウェアコンポーネ
ントを配布する方法については、71ページの「オプションのソフトウェアコン
ポーネント」のファセットの説明を参照してください。)常にまとめてインス
トールするパッケージは、結合しておくようにします。IPSでは更新時に変更され
たファイルのみをダウンロードするため、変更が少ない場合は大きなパッケージ
でもすぐに更新されます。

パッケージの作成および発行
自動化の量が多いために、通常、IPSを使用したソフトウェアのパッケージ化は簡単
です。自動化によって、パッケージ化のほとんどのバグの主な原因になっていると
思われる単調な反復作業が回避されます。

IPSでの発行は、次の手順で構成されます。

1. パッケージマニフェストを生成します。
2. 生成されたマニフェストに必要なメタデータを追加します。
3. 依存関係を評価します。
4. 必要とされるファセットまたはアクチュエータがあれば追加します。
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5. パッケージを検証します。
6. パッケージを発行します。
7. パッケージをテストします。

パッケージマニフェストを生成する
インストールしたシステムに必要なコンポーネントファイルを同じディレクトリ構
造にまとめることから始めるのがもっとも簡単な方法です。

これを行う 2つの方法は次のとおりです。
■ パッケージ化するソフトウェアがすでに tarballに入っている場合は、その tarball
をサブディレクトリに解凍します。autoconfユーティリティーを使用するオープ
ンソースのソフトウェアパッケージの多くでは、目的のプロトタイプ領域を指す
ように DESTDIR環境変数を設定すると、これが行われます。autoconfユーティリ
ティーは、pkg:/developer/build/autoconfパッケージで入手できます。

■ メイクファイル内の installターゲットを使用します。

ソフトウェアがバイナリ、ライブラリ、およびマニュアルページで構成され、この
ソフトウェアを、mysoftwareという名前の /opt下のディレクトリにインストールす
るとします。このレイアウトにソフトウェアが表示されるディレクトリをビルド領
域に作成します。次の例では、このディレクトリに protoという名前が付けられてい
ます。

proto/opt/mysoftware/lib/mylib.so.1

proto/opt/mysoftware/bin/mycmd

proto/opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1

pkgsend generateコマンドを使用して、この proto領域のマニフェストを生成しま
す。pkgfmtによって出力用パッケージマニフェストをパイプで連結して、そのマニ
フェストをより読み取りやすくします。詳細は、pkgsend(1)および pkgfmt(1)のマ
ニュアルページを参照してください。

次の例では、protoディレクトリは現在の作業用ディレクトリにあります。

$ pkgsend generate proto | pkgfmt > mypkg.p5m.1

出力用の mypkg.p5m.1ファイルには次の行が含まれています。

dir path=opt owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/bin owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/bin/mycmd path=opt/mysoftware/bin/mycmd owner=root \

group=bin mode=0644

dir path=opt/mysoftware/lib owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 path=opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 \

owner=root group=bin mode=0644

dir path=opt/mysoftware/man owner=root group=bin mode=0755
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dir path=opt/mysoftware/man/man1 owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 path=opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 \

owner=root group=bin mode=0644

パッケージ化されるファイルのパスは、fileアクションに 2回出現します。

■ fileという語のあとの最初の語は、proto領域でのそのファイルの場所を表して
います。

■ path=属性のパスは、そのファイルがインストールされる場所を示しています。

この二重のエントリによって、proto領域を変更しなくてもインストール場所を変更
できます。この機能によって、別のオペレーティングシステムにインストールする
ように作られたソフトウェアを再パッケージ化する場合などに、かなりの時間を節
約できる可能性があります。

pkgsend generateによってディレクトリの所有者とグループにデフォルト値が適用さ
れていることに注意してください。/optの場合、デフォルトは正しくありませ
ん。そのディレクトリはシステム上にすでに存在しているほかのパッケージに
よって配布されるので削除してください。そうすれば、/optの属性がすでにシステ
ム上に存在しているものと競合する場合、pkg(1)はそのパッケージをインストールし
ません。下記の 38ページの「生成されたマニフェストに必要なメタデータを追加す
る」では、不要なディレクトリをプログラムで削除する方法を示しています。

ファイル名に等号 (=)、二重引用符 (")、または空白文字が含まれている場合、次の例
に示すように、pkgsendは hash属性をマニフェスト内に生成します。

$ mkdir -p proto/opt

$ touch proto/opt/my\ file1

$ touch proto/opt/"my file2"

$ touch proto/opt/my=file3

$ touch proto/opt/’my"file4’

$ pkgsend generate proto

dir group=bin mode=0755 owner=root path=opt

file group=bin hash=opt/my=file3 mode=0644 owner=root path=opt/my=file3

file group=bin hash="opt/my file2" mode=0644 owner=root path="opt/my file2"
file group=bin hash=’opt/my"file4’ mode=0644 owner=root path=’opt/my"file4’
file group=bin hash="opt/my file1" mode=0644 owner=root path="opt/my file1"

23ページの「ファイルアクション」で説明しているように、そのパッケージが発行
されると (45ページの「パッケージを発行する」を参照)、hash属性の値はファイル
内容の SHA-1ハッシュになります。

生成されたマニフェストに必要なメタデータを追
加する
パッケージでは次のメタデータを定義するようにします。これらの値とその設定方
法の詳細は、27ページの「設定アクション」を参照してください。
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pkg.fmri

18ページの「パッケージ識別子: FMRI」に説明されているパッケージの名前およ
びバージョン。Oracle Solarisのバージョン管理については、117ページの「Oracle
Solarisパッケージのバージョン管理」に記載されています。

pkg.description

パッケージの内容の説明

pkg.summary

その説明の 1行の概要。

variant.arch

このパッケージに適した各アーキテクチャー。パッケージ全体をどのアーキテク
チャーでもインストールできる場合は、variant.archを省略できます。さまざま
なアーキテクチャーのさまざまなコンポーネントを含むパッケージの作成につい
ては、第 5章「バリエーションの許可」に説明されています。

info.classification

packagemanager(1) GUIで使用されるグループ化スキーム。サポートされる値
は、付録A「パッケージの分類」に記載されています。このセクション内の例で
は、任意の分類が指定されています。

この例ではまた、mysoftware下の manディレクトリを指す linkアクションを
/usr/share/man/index.dに追加します。このリンクについては、42ページの「必要
とされるファセットまたはアクチュエータがあれば追加する」で詳しく説明されて
います。

生成されたマニフェストを直接変更するのではなく、pkgmogrify(1)を使用して生成
されたマニフェストを編集します。pkgmogrifyを使用してパッケージマニフェスト
を変更する方法の詳細は、第 6章「プログラムによるパッケージマニフェストの変
更」を参照してください。

次の pkgmogrify入力ファイルを作成して、マニフェストに加えられる変更を指定し
ます。このファイルを mypkg.mogという名前にします。この例では、アーキテク
チャーの定義にマクロが使用され、マニフェストから /optディレクトリを削除する
のに正規表現の照合が使用されます。

set name=pkg.fmri value=mypkg@1.0,5.11-0

set name=pkg.summary value="This is an example package"
set name=pkg.description value="This is a full description of \

all the interesting attributes of this example package."
set name=variant.arch value=$(ARCH)

set name=info.classification \

value=org.opensolaris.category.2008:Applications/Accessories

link path=usr/share/man/index.d/mysoftware target=opt/mysoftware/man

<transform dir path=opt$->drop>

mypkg.mogの変更とともに mypkg.p5m.1マニフェストで pkgmogrifyを実行します。

$ pkgmogrify -DARCH=‘uname -p‘ mypkg.p5m.1 mypkg.mog | pkgfmt > mypkg.p5m.2
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出力用の mypkg.p5m.2ファイルには次の内容が含まれています。path=optの dirアク
ションが削除され、mypkg.mogからのメタデータとリンクの内容が元の内容
mypkg.p5m.1に追加されました。

set name=pkg.fmri value=mypkg@1.0,5.11-0

set name=pkg.summary value="This is an example package"
set name=pkg.description \

value="This is a full description of all the interesting attributes of this example package."
set name=info.classification \

value=org.opensolaris.category.2008:Applications/Accessories

set name=variant.arch value=i386

dir path=opt/mysoftware owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/bin owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/bin/mycmd path=opt/mysoftware/bin/mycmd owner=root \

group=bin mode=0644

dir path=opt/mysoftware/lib owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 path=opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 \

owner=root group=bin mode=0644

dir path=opt/mysoftware/man owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/man/man1 owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 path=opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 \

owner=root group=bin mode=0644

link path=usr/share/man/index.d/mysoftware target=opt/mysoftware/man

依存関係を評価する
pkgdepend(1)コマンドを使用して、パッケージの依存関係を自動的に生成します。生
成された dependアクションは 29ページの「依存アクション」に定義されてお
り、第 4章「パッケージの依存関係の指定」で詳しく説明されています。

依存関係の生成は 2つの別々の手順から成ります。

1. 依存関係の生成。ソフトウェアが依存するファイルを特定します。pkgdepend

generateコマンドを使用します。

2. 依存関係の解決。ソフトウェアが依存するそれらのファイルを含むパッケージを
特定します。pkgdepend resolveコマンドを使用します。

パッケージの依存関係を生成する
次のコマンドでは、-mオプションによって pkgdependはマニフェスト全体をその出
力に含めます。-dオプションは protoディレクトリをコマンドに渡します。

$ pkgdepend generate -md proto mypkg.p5m.2 | pkgfmt > mypkg.p5m.3

出力用の mypkg.p5m.3ファイルには次の内容が含まれています。pkgdepend

ユーティリティーは、mylib.so.1と mycmdの両方による libc.so.1への依存関係につ
いての表記を追加しました。mycmdと mylib.so.1の内部依存関係は暗黙のうちに省略
されます。
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set name=pkg.fmri value=mypkg@1.0,5.11-0

set name=pkg.summary value="This is an example package"
set name=pkg.description \

value="This is a full description of all the interesting attributes of this example package."
set name=info.classification \

value=org.opensolaris.category.2008:Applications/Accessories

set name=variant.arch value=i386

dir path=opt/mysoftware owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/bin owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/bin/mycmd path=opt/mysoftware/bin/mycmd owner=root \

group=bin mode=0644

dir path=opt/mysoftware/lib owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 path=opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 \

owner=root group=bin mode=0644

dir path=opt/mysoftware/man owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/man/man1 owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 path=opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 \

owner=root group=bin mode=0644

link path=usr/share/man/index.d/mysoftware target=opt/mysoftware/man

depend fmri=__TBD pkg.debug.depend.file=libc.so.1 \

pkg.debug.depend.reason=opt/mysoftware/bin/mycmd \

pkg.debug.depend.type=elf type=require pkg.debug.depend.path=lib \

pkg.debug.depend.path=opt/mysoftware/lib pkg.debug.depend.path=usr/lib

depend fmri=__TBD pkg.debug.depend.file=libc.so.1 \

pkg.debug.depend.reason=opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 \

pkg.debug.depend.type=elf type=require pkg.debug.depend.path=lib \

pkg.debug.depend.path=usr/lib

パッケージの依存関係を解決する
依存関係を解決するには、pkgdependで、イメージに現在インストールされている
パッケージのうち、ソフトウェアの構築に使用されるものを調べます。デフォルト
では、pkgdependはその出力を mypkg.p5m.3.resに格納します。この手順ではそれが
実行されているシステムに関する大量の情報をロードするため、実行するのにしば
らく時間がかかります。この時間をすべてパッケージに分散させると、pkgdepend

ユーティリティーは同時に多くのパッケージを解決できます。1度に 1つの
パッケージに対して pkgdependを実行すると、時間効率がよくありません。

$ pkgdepend resolve -m mypkg.p5m.3

これが完了すると、出力用の mypkg.p5m.3.resファイルには次の内容が含まれていま
す。pkgdependユーティリティーは、libc.so.1へのファイル依存関係についての表
記を、そのファイルを配布する pkg:/system/libraryへのパッケージ依存関係に変換
しました。

set name=pkg.fmri value=mypkg@1.0,5.11-0

set name=pkg.summary value="This is an example package"
set name=pkg.description \

value="This is a full description of all the interesting attributes of this example package."
set name=info.classification \

value=org.opensolaris.category.2008:Applications/Accessories

set name=variant.arch value=i386

dir path=opt/mysoftware owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/bin owner=root group=bin mode=0755
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file opt/mysoftware/bin/mycmd path=opt/mysoftware/bin/mycmd owner=root \

group=bin mode=0644

dir path=opt/mysoftware/lib owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 path=opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 \

owner=root group=bin mode=0644

dir path=opt/mysoftware/man owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/man/man1 owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 path=opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 \

owner=root group=bin mode=0644

link path=usr/share/man/index.d/mysoftware target=opt/mysoftware/man

depend fmri=pkg:/system/library@0.5.11-0.175.1.0.0.21.0 type=require

dependアクションを手動で宣言するのではなく、pkgdependを使用して依存関係を生
成するようにしてください。手動による依存関係は、パッケージの内容が時間の経
過に伴って変わると、不正確または不必要になることがあります。たとえば、アプ
リケーションが依存しているファイルが別のパッケージに移動されると、手動で宣
言した前のパッケージへの依存関係はどれもその依存関係にとって正しくないもの
になります。

手動で宣言した依存関係の一部は、pkgdependが依存関係を完全に特定できない場合
に必要になることがあります。そのような場合は、説明のコメントをマニフェスト
に追加するようにしてください。

必要とされるファセットまたはアクチュエータが
あれば追加する
ファセットとアクチュエータについては、第 5章「バリエーションの許可」および
第 7章「パッケージインストールの一環としてのシステム変更の自動化」で詳しく
説明されています。ファセットは、必須ではないがオプションでインストールでき
るアクションを示します。アクチュエータは、関連するアクションがインス
トール、更新、または削除されたときに発生する必要があるシステム変更を指定し
ます。

このサンプルパッケージは、マニュアルページを opt/mysoftware/man/man1に配布し
ます。このセクションでは、マニュアルページがオプションであることを示す
ファセットを追加する方法について説明します。ユーザーは、そのパッケージのマ
ニュアルページ以外のすべてをインストールすることを選択できます。(ユーザーが
そのファセットを falseに設定した場合、マニュアルページの fileアクションがそ
のファセットでタグ付けされていれば、どのパッケージからもマニュアルページは
インストールされません。)

マニュアルページをインデックスに含めるには、そのパッケージがインストールさ
れるときに svc:/application/man-index:default SMFサービスを再起動する必要が
あります。このセクションでは、restart_fmriアクチュエータを追加してそのタス
クを実行する方法について説明します。man-indexサービスは、マニュアルページを
含むディレクトリへのシンボリックリンクを /usr/share/man/index.dで探して、各
リンクのターゲットをそれがスキャンするディレクトリのリストに追加します。マ
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ニュアルページをインデックスに含めるには、このサンプルパッケージに
/usr/share/man/index.d/mysoftwareから /opt/mysoftware/manへのリンクを含めま
す。このリンクとこのアクチュエータを含めることは、13ページの「ソフトウェア
の自己アセンブリ」で説明されている、Oracle Solaris OSのパッケージ化全体にわ
たって使用される自己アセンブリのよい例です。

使用できる一連の pkgmogrify変換は /usr/share/pkg/transformsで入手できます。こ
れらの変換はOracle Solaris OSのパッケージ化に使用され、第 6章「プログラムによ
るパッケージマニフェストの変更」で詳しく説明されています。

ファイル /usr/share/pkg/transforms/documentationには、この例でマニュアル
ページのファセットを設定したり、man-indexサービスを再起動したりするために必
要な変換と同じような変換が含まれています。このサンプルパッケージはマニュア
ルページを /optに配布するため、documentation変換は下記のように変更される必要
があります。これらの変更された変換には正規表現 opt/.+/man(/.+)?が含まれてお
り、これは manサブディレクトリを含む、optのすぐ下のすべてパスに一致しま
す。次の変更された変換を /tmp/doc-transformに保存します。

<transform dir file link hardlink path=opt/.+/man(/.+)? -> \

default facet.doc.man true>

<transform file path=opt/.+/man(/.+)? -> \

add restart_fmri svc:/application/man-index:default>

次のコマンドを使用して、これらの変換をマニフェストに適用します。

$ pkgmogrify mypkg.p5m.3.res /tmp/doc-transform | pkgfmt > mypkg.p5m.4.res

入力用の mypkg.p5m.3.resマニフェストには、次の 3つのマニュアルページ関連アク
ションが含まれています。

dir path=opt/mysoftware/man owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/man/man1 owner=root group=bin mode=0755

file opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 path=opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 \

owner=root group=bin mode=0644

変換の適用後、出力用の mypkg.p5m.4.resマニフェストには次の変更されたアク
ションが含まれています。

dir path=opt/mysoftware/man owner=root group=bin mode=0755 facet.doc.man=true

dir path=opt/mysoftware/man/man1 owner=root group=bin mode=0755 \

facet.doc.man=true

file opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 path=opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 \

owner=root group=bin mode=0644 \

restart_fmri=svc:/application/man-index:default facet.doc.man=true

効率を良くするため、これらの変換は、依存関係の評価前の、メタデータが最初に
追加されたときに追加することもできました。

パッケージの作成および発行

第 2章 • IPSを使用したソフトウェアのパッケージ化 43



パッケージを検証する
発行前の最後の手順は、マニフェストに対して pkglint(1)を実行して、発行および
テスト前に特定できるエラーを見つけることです。pkglintで見つけられるエラーの
中には、発行時またはユーザーがパッケージのインストールを試みたときに見つか
るものもありますが、当然ながらパッケージオーサリングプロセスでできるだけ早
くエラーを特定するのが望ましいことです。

pkglintで報告されるエラーの例には次があります。

■ 配布するファイルがすでに別のパッケージで所有されている。

■ ディレクトリのような、共有された参照カウントアクションのメタデータに違い
がある。このエラーの例については、37ページの「パッケージマニフェストを生
成する」の終わりで説明されています。

pkglintは次のいずれかのモードで実行できます。

■ パッケージマニフェストに対して直接。通常、マニフェストの有効性をすばやく
チェックするためには、このモードで十分です。

■ パッケージマニフェストに対して (パッケージリポジトリも参照)。このモード
は、リポジトリへの発行前に少なくとも 1回は使用してください。

リポジトリを参照することで、pkglintは追加のチェックを行
なって、パッケージがそのリポジトリ内のほかのパッケージとうまく相互作用す
ることを確認できます。

pkglintが実行するチェックの完全なリストを表示するには、pkglint -Lコマンドを
使用します。特定のチェックを有効化、無効化、および省略する方法の詳細な情報
は、pkglint(1)のマニュアルページに記載されています。このマニュアルページに
は、追加のチェックを実行するために pkglintを拡張する方法も詳述されています。

次の出力には、サンプルマニフェストの問題が示されています。

$ pkglint mypkg.p5m.4.res

Lint engine setup...

Starting lint run...

WARNING pkglint.action005.1 obsolete dependency check skipped: unable

to find dependency pkg:/system/library@0.5.11-0.175.1.0.0.21.0 for

pkg:/mypkg@1.0,5.11-0

この警告はこの例で許容されます。pkglint.action005.1警告は、pkglintが、この
サンプルパッケージが依存している pkg:/system/library@0.5.11-0.175.1.0.0.21.0

と呼ばれるパッケージを見つけられなかったことを伝えています。この依存関係
パッケージはパッケージリポジトリ内にあり、pkglintが引数にマニフェストファイ
ルのみを指定して呼び出されたため、見つかりませんでした。
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次のコマンドでは、-rオプションによって依存関係パッケージを含むリポジトリが
参照されます。-cオプションは、lintリポジトリおよび参照リポジトリから
パッケージのメタデータをキャッシュするために使用されるローカルディレクトリ
を指定します。

$ pkglint -c ./solaris-reference -r http://pkg.oracle.com/solaris/release mypkg.p5m.4.res

パッケージを発行する
IPSには、パッケージを配布する 3つの異なる方法があります。

■ ローカルファイルベースのリポジトリに発行します。
■ リモートHTTPベースのリポジトリに発行します。
■ .p5pパッケージアーカイブに変換します。

通常、パッケージをテストするためには、ファイルベースのリポジトリへの発行で
十分です。

パッケージリポジトリにアクセスできないほかのマシンにパッケージを転送する必
要がある場合は、1つ以上のパッケージをパッケージアーカイブに変換すると便利な
ことがあります。

パッケージは、svc:/application/pkg/serverサービスの読み取り/書き込みインスタ
ンスでマシンにホストされるHTTPリポジトリに直接発行することもできます。こ
のサービスは pkg.depotd(1M)を実行します。

HTTP経由で発行するときに着信パッケージに対する承認または認証チェックがない
ため、通常、HTTPリポジトリへの発行はお勧めしません。HTTPリポジトリへの発
行は、セキュリティー保護されたネットワーク上で、またはファイルリポジトリへ
のNFSまたは SMBアクセスが不可能な場合にいくつかのマシンにわたって同じ
パッケージをテストするときに便利なことがあります。

HTTPまたはHTTPS経由でのパッケージのインストールは問題ありません。

ローカルファイルリポジトリに発行する
pkgrepo(1)コマンドを使用してリポジトリを作成および管理します。システム上の場
所を選択し、リポジトリを作成して、そのリポジトリのデフォルトの発行元を設定
します。

$ pkgrepo create my-repository

$ pkgrepo -s my-repository set publisher/prefix=mypublisher

$ ls my-repository

pkg5.repository

pkgsend(1)コマンドを使用してサンプルパッケージを発行し、次に pkgrepoを使用し
てリポジトリを調べます。
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$ pkgsend -s my-repository publish -d proto mypkg.p5m.4.res

pkg://mypublisher/mypkg@1.0,5.11-0:20120331T034425Z

PUBLISHED

$ pkgrepo -s my-repository info

PUBLISHER PACKAGES STATUS UPDATED

mypublisher 1 online 2012-03-31T03:44:25.235964Z

その後、そのファイルリポジトリは必要に応じて pkg.depotdを使用してHTTPまた
はHTTPS経由で提供できます。

パッケージアーカイブとして発行する
パッケージアーカイブを使用すると、パッケージのグループを 1つのファイルで配
布できます。パッケージリポジトリからパッケージアーカイブを作成した
り、パッケージアーカイブからパッケージリポジトリを作成したりするに
は、pkgrecv(1)コマンドを使用します。

パッケージアーカイブは、パッケージリポジトリが使用できない場合に、既存の
Webサイトからダウンロードしたり、USBキーにコピーしたり、インストール用の
DVDに焼いたりすることが簡単にできます。

次のコマンドでは、前のセクションで作成した単純なリポジトリからパッケージ
アーカイブを作成します。

$ pkgrecv -s my-repository -a -d myarchive.p5p mypkg

Retrieving packages for publisher mypublisher ...

Retrieving and evaluating 1 package(s)...

DOWNLOAD PKGS FILES XFER (MB) SPEED

Completed 1/1 3/3 0.7/0.7 17.9k/s

ARCHIVE FILES STORE (MB)

myarchive.p5p 14/14 0.7/0.7

パッケージリポジトリとパッケージアーカイブの使用
pkgrepoコマンドを使用して、リポジトリまたはアーカイブから使用可能な最新の
パッケージを一覧表示します。

$ pkgrepo -s my-repository list ’*@latest’

PUBLISHER NAME O VERSION

mypublisher mypkg 1.0,5.11-0:20120331T034425Z

$ pkgrepo -s myarchive.p5p list ’*@latest’

PUBLISHER NAME O VERSION

mypublisher mypkg 1.0,5.11-0:20120331T034425Z

この出力は、ある特定のリポジトリから最新バージョンのすべてのパッケージで
アーカイブを作成するためのスクリプトの構築に役立つことがあります。

一時リポジトリまたは一時パッケージアーカイブは、-gオプションを使用して pkg

install操作やほかの pkg操作に渡すことができます。システムリポジトリはその発
行元の情報で一時的に構成されないため、そのような一時リポジトリや一時アーカ

パッケージの作成および発行

Oracle Solaris 11.1での Image Packaging Systemを使用したソフトウェアのパッケージ化および配布
• 2012年 10月

46

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1pkgrecv-1


イブは、子イメージまたは親イメージを含むシステム (非大域ゾーンを持つシステム
など)では使用できません。非大域ゾーンには、大域ゾーンと子/親の関係が含まれ
ています。ただし、非大域ゾーンのローカル発行元のソースとしてパッケージ
アーカイブを設定することはできます。

パッケージをテストする
パッケージ開発の最後の手順は、発行されたパッケージが正しくパッケージ化され
ているかどうかをテストすることです。

root権限を必要としないでインストールをテストするには、テストユーザーにソフ
トウェアインストールプロファイルを割り当てます。テストユーザーにソフト
ウェアインストールプロファイルを割り当てるには、usermodコマンドの -Pオプ
ションを使用します。

注 –このイメージに子イメージ (非大域ゾーン)がインストールされている場合
は、pkg installコマンドで -gオプションを使用して、このパッケージのインス
トールをテストすることはできません。そのイメージで my-repositoryリポジトリを
構成する必要があります。

my-repositoryリポジトリ内の発行元をこのイメージの構成済みの発行元に追加しま
す。

$ pfexec pkg set-publisher -p my-repository

pkg set-publisher:

Added publisher(s): mypublisher

pkg install -nv コマンドを使用すると、変更を行わずにそのインストールコマンド
が実行する内容を確認できます。次のコマンドでは、実際にパッケージをインス
トールします。

$ pfexec pkg install mypkg

Packages to install: 1

Create boot environment: No

Create backup boot environment: No

Services to change: 1

DOWNLOAD PKGS FILES XFER (MB) SPEED

Completed 1/1 3/3 0.0/0.0 0B/s

PHASE ITEMS

Installing new actions 15/15

Updating package state database Done

Updating image state Done

Creating fast lookup database Done

Reading search index Done

Updating search index 1/1
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システム上に配布されたソフトウェアを調べます。

$ find /opt/mysoftware/

/opt/mysoftware/

/opt/mysoftware/bin

/opt/mysoftware/bin/mycmd

/opt/mysoftware/lib

/opt/mysoftware/lib/mylib.so.1

/opt/mysoftware/man

/opt/mysoftware/man/man-index

/opt/mysoftware/man/man-index/term.doc

/opt/mysoftware/man/man-index/.index-cache

/opt/mysoftware/man/man-index/term.dic

/opt/mysoftware/man/man-index/term.req

/opt/mysoftware/man/man-index/term.pos

/opt/mysoftware/man/man1

/opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1

バイナリとマニュアルページに加えて、システムはアクチュエータが man-index

サービスを再起動した結果としてマニュアルページのインデックスも生成しまし
た。

pkg infoコマンドは、パッケージに追加されたメタデータを表示します。

$ pkg info mypkg

Name: mypkg

Summary: This is an example package

Description: This is a full description of all the interesting attributes of

this example package.

Category: Applications/Accessories

State: Installed

Publisher: mypublisher

Version: 1.0

Build Release: 5.11

Branch: 0

Packaging Date: March 31, 2012 03:44:25 AM

Size: 0.00 B

FMRI: pkg://mypublisher/mypkg@1.0,5.11-0:20120331T034425Z

pkg searchコマンドは、mypkgによって配布されるファイルのクエリー検索時に
ヒットしたものを返します。

$ pkg search -l mycmd.1

INDEX ACTION VALUE PACKAGE

basename file opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 pkg:/mypkg@1.0-0
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SVR4パッケージから IPSパッケージへの変換
このセクションでは、SVR4パッケージから IPSパッケージへの変換例について説明
し、特別な注意が必要な部分を強調して説明します。

SVR4パッケージから IPSパッケージに変換するには、この章で前述した、IPSでソフ
トウェアをパッケージ化するための手順と同じ手順に従います。これらの手順のほ
とんどは、SVR4から IPSパッケージへの変換でも同じであるため、このセクション
では再度説明しません。このセクションでは、新しいパッケージの作成時ではな
く、パッケージの変換時に異なる手順について説明します。

SVR4パッケージから IPSパッケージマニフェスト
を生成する
pkgsend generateコマンドの source引数は SVR4パッケージにできます。サポートさ
れるソースの完全なリストについては、pkgsend(1)のマニュアルページを参照してく
ださい。sourceが SVR4パッケージである場合、pkgsend generateでは配布する
ファイルを含むパッケージ内部のディレクトリではなく、その SVR4パッケージ内の
pkgmap(4)ファイルを使用します。

prototypeファイルをスキャンしている間、pkgsendユーティリティーではその
パッケージを IPSに変換する際に問題を引き起こす可能性のあるエントリの検索も行
います。pkgsendユーティリティーは、それらの問題を報告し、生成されたマニ
フェストを出力します。

このセクションで使用されるサンプルの SVR4パッケージには、次の pkginfo(4)
ファイルが含まれています。

VENDOR=My Software Inc.

HOTLINE=Please contact your local service provider

PKG=MSFTmypkg

ARCH=i386

DESC=A sample SVR4 package of My Sample Package

CATEGORY=system

NAME=My Sample Package

BASEDIR=/

VERSION=11.11,REV=2011.10.17.14.08

CLASSES=none manpage

PSTAMP=linn20111017132525

MSFT_DATA=Some extra package metadata

このセクションで使用されるサンプルの SVR4パッケージには、次の対応する
prototype(4)ファイルが含まれています。

i pkginfo

i copyright

i postinstall
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d none opt 0755 root bin

d none opt/mysoftware 0755 root bin

d none opt/mysoftware/lib 0755 root bin

f none opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 0644 root bin

d none opt/mysoftware/bin 0755 root bin

f none opt/mysoftware/bin/mycmd 0755 root bin

d none opt/mysoftware/man 0755 root bin

d none opt/mysoftware/man/man1 0755 root bin

f none opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 0644 root bin

これらのファイルを使用して構築された SVR4パッケージに対して pkgsend generate

コマンドを実行すると、次の IPSマニフェストが生成されます。

$ pkgsend generate ./MSFTmypkg | pkgfmt

pkgsend generate: ERROR: script present in MSFTmypkg: postinstall

set name=pkg.summary value="My Sample Package"
set name=pkg.description value="A sample SVR4 package of My Sample Package"
set name=pkg.send.convert.msft-data value="Some extra package metadata"
dir path=opt owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/bin owner=root group=bin mode=0755

file reloc/opt/mysoftware/bin/mycmd path=opt/mysoftware/bin/mycmd owner=root \

group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/lib owner=root group=bin mode=0755

file reloc/opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 path=opt/mysoftware/lib/mylib.so.1 \

owner=root group=bin mode=0644

dir path=opt/mysoftware/man owner=root group=bin mode=0755

dir path=opt/mysoftware/man/man1 owner=root group=bin mode=0755

file reloc/opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 \

path=opt/mysoftware/man/man1/mycmd.1 owner=root group=bin mode=0644

legacy pkg=MSFTmypkg arch=i386 category=system \

desc="A sample SVR4 package of My Sample Package" \

hotline="Please contact your local service provider" \

name="My Sample Package" vendor="My Software Inc." \

version=11.11,REV=2011.10.17.14.08

license install/copyright license=MSFTmypkg.copyright

pkgsend generateの出力に関する次の点に注意してください。

■ pkg.summaryおよび pkg.description属性は pkginfoファイル内のデータから自動
的に作成されました。

■ setアクションは pkginfoファイル内の追加パラメータから生成されました。この
setアクションは pkg.send.convert.*名前空間の下に設定されていま
す。pkgmogrify(1)変換を使用して、そのような属性をより適切な属性名に変換し
てください。

■ legacyアクションが pkginfoファイル内のデータから生成されました。
■ SVR4パッケージ内で使用されたコピーライトファイルを指す licenseアクション
が生成されました。

■ 変換できないスクリプト作成操作に関するエラーメッセージが発行されました。

次のチェックでは、pkgsend generateからのエラーメッセージとゼロ以外の戻り
コードが示されています。
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$ pkgsend generate MSFTmypkg > /dev/null

pkgsend generate: ERROR: script present in MSFTmypkg: postinstall

$ echo $?

1

SVR4パッケージは、IPSの同等のものに直接変換できない postinstallスクリプトを
使用しています。このスクリプトは手動で検査する必要があります。

パッケージ内の postinstallスクリプトには次の内容が含まれています。

#!/usr/bin/sh

catman -M /opt/mysoftware/man

42ページの「必要とされるファセットまたはアクチュエータがあれば追加する」で
説明しているように、既存の SMFサービス svc:/application/man-index:defaultを
指す restart_fmriアクチュエータを使用すれば、このスクリプトと同じ結果を得る
ことができます。アクチュエータの詳細は、第 7章「パッケージインストールの一
環としてのシステム変更の自動化」を参照してください。

pkgsend generateコマンドでは、クラスアクションスクリプトの存在も確認し、調査
すべきスクリプトを示すエラーメッセージを生成します。

SVR4パッケージから IPSパッケージへのどの変換でも、必要な機能はおそらく既存
のアクションタイプまたは SMFサービスを使用して実装できます。使用できるアク
ションタイプの詳細は、21ページの「パッケージの内容:アクション」を参照してく
ださい。SMFおよびパッケージのアクションについては、第 7章「パッケージイン
ストールの一環としてのシステム変更の自動化」を参照してください。

パッケージメタデータの追加と依存関係の解決は、36ページの「パッケージの作成
および発行」で説明されているのと同じ方法で行われるため、このセクションでは
説明しません。変換されたパッケージに関する固有の問題を示す可能性のある次の
パッケージ作成手順は、検証手順です。

変換されたパッケージを検証する
SVR4パッケージの変換時に発生するエラーの一般的な原因は、SVR4パッケージで
配布されたディレクトリと IPSパッケージによって配布された同じディレクトリの間
の属性の不一致です。

この例の SVR4パッケージでは、サンプルマニフェスト内の /optに対するディレク
トリアクションには、システムパッケージによってこのディレクトリ用に定義され
た属性とは異なる属性が含まれています。

25ページの「ディレクトリアクション」セクションでは、すべての参照カウントア
クションには同じ属性が含まれている必要があると明確に記述されていました。こ
れまで生成してきた mypkgのバージョンをインストールしようとすると、次のエ
ラーが発生します。
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# pkg install mypkg

Creating Plan /

pkg install: The requested change to the system attempts to install multiple actions

for dir ’opt’ with conflicting attributes:

1 package delivers ’dir group=bin mode=0755 owner=root path=opt’:

pkg://mypublisher/mypkg@1.0,5.11-0:20111017T020042Z

3 packages deliver ’dir group=sys mode=0755 owner=root path=opt’:

pkg://solaris/developer/build/onbld@0.5.11,5.11-0.175.0.0.0.1.0:20111012T010101Z

pkg://solaris/system/core-os@0.5.11,5.11-0.175.0.0.0.1.0:20111012T023456Z

These packages may not be installed together. Any non-conflicting set may

be, or the packages must be corrected before they can be installed.

インストール時ではなく、パッケージの発行前にエラーを見つけるには、次の例に
示すように、pkglint(1)コマンドを参照リポジトリとともに使用します。

$ pkglint -c ./cache -r file:///scratch/solaris-repo ./mypkg.mf.res

Lint engine setup...

PHASE ITEMS

4 4292/4292

Starting lint run...

ERROR pkglint.dupaction007 path opt is reference-counted but has different attributes across 5

duplicates: group: bin -> mypkg group: sys -> developer/build/onbld system/core-os system/ldoms/ldomsmanager

異なるパッケージに異なる属性が含まれている path optに関するエラーメッセージ
に注意してください。

pkglintによって報告される追加の ldomsmanagerパッケージは参照パッケージリポジ
トリ内にありますが、テストシステムにはインストールされません。ldomsmanager

パッケージはインストールされないため、前に pkg installによって報告されたエ
ラーには記載されていません。

パッケージ変換に関するその他の考慮事項
Oracle Solaris 11システムでは SVR4パッケージを直接インストールできますが、それ
より IPSパッケージを作成するようにしてください。SVR4パッケージのインス
トールは暫定的な解決です。

32ページの「レガシーアクション」で説明した legacyアクションは別として、2つ
のパッケージシステム間には関連性がなく、SVR4パッケージと IPSパッケージはそ
れぞれから互いにパッケージメタデータを参照することはありません。

IPSには、パッケージ化された内容が正しくインストールされているかどうかを確認
できる、pkg verifyなどのコマンドがあります。ただし、別のパッケージシステム
が正当にパッケージをインストールしたり、IPSパッケージによってインストールさ
れたディレクトリやファイルを変更するインストールスクリプトを実行したりした
場合は、エラーが発生することがあります。

SVR4パッケージから IPSパッケージへの変換
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IPSの pkg fixおよび pkg revertコマンドは、IPSパッケージだけでなく SVR4
パッケージによって配布されたファイルも上書きでき、それによってパッケージ化
されたアプリケーションが正常に機能しなくなる可能性があります。

pkg installなどのコマンドは、通常は重複するアクションや参照カウントアク
ションの一般的な属性をチェックしますが、異なるパッケージシステムからの
ファイルが競合するときは、潜在的なエラーの検出に失敗する可能性があります。

これらの潜在的なエラーを考慮に入れ、IPSには包括的なパッケージ開発ツール
チェーンがあることを考えると、Oracle Solaris 11では SVR4パッケージではなく IPS
パッケージを開発することが推奨されます。

SVR4パッケージから IPSパッケージへの変換
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ソフトウェアパッケージのインス
トール、削除、および更新

この章では、イメージにインストールされたソフトウェアのインストール、更
新、および削除時に IPSクライアントが内部的にどのように機能するかについて説明
します。

pkg(1)がこれらの操作をどのように実行するかを理解することは、発生する可能性の
あるさまざまなエラーを理解したり、パッケージの依存関係の問題を迅速に解決し
たりするために重要です。

パッケージの変更が行われる方法
次の手順は、pkgが呼び出されて、マシンにインストールされているソフトウェアを
変更するときに実行されます。

■ 入力にエラーがないか確認する
■ システムの終了状態を決定する
■ 基本的なチェックを実行する
■ ソルバーを実行する
■ ソルバーの結果を最適化する
■ アクションを評価する
■ 内容をダウンロードする
■ アクションを実行する
■ アクチュエータを処理する

これらの手順を大域ゾーンで実行するとき、pkgはシステム上のどの非大域ゾーンで
も動作できます。たとえば、pkgは大域ゾーンと非大域ゾーンの間の依存関係が正し
いことを確認し、内容をダウンロードして、非大域ゾーンに必要なアクションを実
行します。ゾーンについては、第 10章「非大域ゾーンの処理」に詳しく説明されて
います。

3第 3 章
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入力にエラーがないか確認する
コマンド行に指定されたオプションについて基本的なエラーチェックが行われま
す。

システムの終了状態を決定する
システムの望ましい終了状態の記述が作成されます。イメージ内のすべての
パッケージを更新する場合、望ましい終了状態は「現在インストールされているす
べてのパッケージ、またはそれらの新しいバージョン」のようなものになる可能性
があります。パッケージを削除する場合、望ましい終了状態は「これを除く現在イ
ンストールされているすべてのパッケージ」となります。

IPSでは、ユーザーがこの終了状態をどのようなものであると意図しているかを判断
しようとします。場合によっては、IPSでは終了状態がユーザーのリクエストしたも
のと一致していたとしても、その終了状態をユーザーの意図したものではないと判
断することがあります。

トラブルシューティングの際は、できるだけ具体的にすることが最善です。次のコ
マンドは具体的ではありません。

# pkg update

このコマンドが「このイメージに使用できる更新はありません」といった
メッセージで失敗する場合は、次のコマンドのようなより具体的なコマンドを試す
ことをお勧めします。

# pkg update "*@latest"

このコマンドでは、終了状態をより正確に定義しているため、より的を射たエ
ラーメッセージが生成されます。

基本的なチェックを実行する
ソリューションが可能であることを確認するために、システムの望ましい終了状態
がレビューされます。この基本的なレビュー中に、pkgはすべての依存関係の妥当な
バージョンが存在すること、および目的のパッケージがお互いを除外していないこ
とを確認します。

明らかなエラーが存在する場合、pkgは適切なエラーメッセージを出力して終了しま
す。

パッケージの変更が行われる方法
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ソルバーを実行する
ソルバーは、イメージ内の制約およびインストール用の新しいパッケージによって
導入された制約を考慮に入れてインストール、更新、または削除できるパッケージ
を判断するために pkg(5)によって使用される演算処理エンジンの中核を成していま
す。

この問題は、ブール型の充足可能性問題の一例であり、SATソルバーによって解決
できます。

すべてのパッケージの可能性のあるさまざまな選択肢がブール型変数に割り当てら
れ、それらのパッケージ間のすべての依存関係や必須パッケージなどが論理積正規
形のブール式としてキャストされます。

生成された一連の式はMiniSATに渡されます。MiniSATがソリューションを 1つも見
つけられない場合は、エラー処理コードが、インストールされた一連のパッケージ
と試された操作を調べて、可能性のあるそれぞれの選択肢が除外された理由を出力
します。

現在インストールされているパッケージのセットは要件を満たしており、ほかに満
たしているセットがない場合、pkgは何もすることがないことを報告します。

前述のように、エラーメッセージの生成と具体性は pkgへの入力によって決まりま
す。pkgに発行されるコマンド内をできるだけ具体的にすると、もっとも役立つエ
ラーメッセージが生成されます。

MiniSATが可能性のあるソリューションを見つけた場合は、最適化フェーズが開始
されます。

ソルバーの結果を最適化する
SATソルバーに対し、あるソリューションがほかのソリューションよりも望ましい
と記述する方法はないため、最適化フェーズが必要になります。その代わりに、ソ
リューションが見つかると、IPSはその問題に制約を加えてあまり望ましくない選択
肢を分離し、さらに現在のソリューションも分離します。その後、IPSは繰り返し
MiniSATを呼び出し、ソリューションがそれ以上見つからなくなるまで上記の操作
を繰り返します。最後に成功したソリューションが最良のものとみなされます。

ソリューションを見つける難しさは、可能性のあるソリューションの数に比例しま
す。望ましい結果についてより具体的にすると、ソリューションがより迅速に見つ
かります。

発生した問題をもっともよく満たす一連のパッケージ FMRIが見つかると、評価
フェーズが開始されます。

パッケージの変更が行われる方法
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アクションを評価する
評価フェーズでは、IPSはシステムに現在インストールされている、終了状態を含む
パッケージを比較し、さらに古いパッケージと新しいパッケージのパッケージマニ
フェストを比較して、3つのリストを調べます。

■ 削除されているアクション。
■ 追加されているアクション。
■ 更新されているアクション。

その後、このアクションリストは次の方法で更新されます。

■ ディレクトリアクションとリンクアクションは参照カウントの対象であるた
め、調停されたリンクの処理が行われます。

■ ハードリンクは、それらのターゲットファイルが更新されると、修復のために
マーク付けされます。これが行われるのは、現在実行中のプロセスにとって安全
な方法でハードリンクのターゲットを更新すると、そのハードリンクが壊れてし
まうからです。

■ パッケージ間を移動する編集可能なファイルは、ユーザーによる編集が失われな
いように適切に処理されます。

■ アクションリストは、削除、追加、および更新が正しい順序で表示されるように
ソートされます。

その後、現在インストールされているパッケージが、パッケージの競合がないこと
を確認するために相互にチェックされます。競合の例には、ファイルを同じ場所に
提供する 2つのパッケージや、異なるディレクトリ属性を持つ同じディレクトリを
配布する 2つのパッケージなどがあります。

競合が存在する場合、その競合は報告され、pkgはエラーメッセージを出して終了し
ます。

最後に、アクションリストがスキャンされて、この操作が行われる場合に SMF
サービスを再起動する必要があるかどうか、この変更を実行中のシステムに適用で
きるかどうか、ブートアーカイブを再構築する必要があるかどうか、そして必要な
容量が使用可能であるかどうかが判断されます。

内容をダウンロードする
pkgコマンドを -nフラグなしで実行している場合、処理はダウンロードフェーズへ
進みます。

内容を必要とするアクションごとに、IPSは必要なすべてのファイルをハッシュに
よってダウンロードし、それらをキャッシュに入れます。取り込む内容の量が大き
い場合は、この手順にしばらく時間がかかることがあります。

パッケージの変更が行われる方法
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ダウンロードが完了したあと、ライブシステム (/をルートに持つイメージ)に変更が
適用され、さらにリブートが必要とされる場合は、実行中のシステムのクローンが
作成され、ターゲットイメージはそのクローンに切り替えられます。

アクションを実行する
アクションの実行では、実際に各アクションタイプに固有のインストールメソッド
または削除メソッドをイメージに対して実行する必要があります。

実行は、すべての削除アクションの実行から始まります。システムから削除してい
るディレクトリで予期しない内容が見つかった場合、その内容は
/var/pkg/lost+foundに入れられます。

次に、実行はインストールおよび更新アクションに進みます。すべてのアクション
がすべてのパッケージにわたって混在していることに注意してください。した
がって、1つのパッケージ操作での変更はパッケージごとではなく、システムに同時
に適用されます。これにより、パッケージが互いに依存し合ったり、内容を安全に
交換したりすることが可能になります。ファイルがどのように更新されるかについ
ての詳細は、23ページの「ファイルアクション」を参照してください。

アクチュエータを処理する
変更がライブシステムに適用されている場合、この時点で保留中のアクチュエータ
がすべて実行されます。これらは一般に SMFサービスの再起動とリフレッシュで
す。これらが起動されると、IPSはローカルの検索インデックスを更新します。アク
チュエータについては、第 7章「パッケージインストールの一環としてのシステム
変更の自動化」に詳しく説明されています。

ブートアーカイブを更新する
必要に応じて、ブートアーカイブが更新されます。

パッケージの変更が行われる方法
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パッケージの依存関係の指定

依存関係は、パッケージがどのように関連しているかを定義します。この章で
は、さまざまな種類の IPS依存関係とそれらを使用して運用ソフトウェアシステムを
構築する方法について説明します。

29ページの「依存アクション」に説明されているように、IPSにはさまざまな依存関
係タイプがあります。この章では、各依存関係タイプを使用して、インストールさ
れているソフトウェアを制御する方法について詳しく説明します。

依存関係タイプ
IPSでは、パッケージのすべて依存関係が満たされないかぎり、パッケージをインス
トールすることはできません。IPSでは、パッケージは相互に依存し合う (循環型依
存関係を持つ)ことができます。IPSでは、パッケージは同時に同じパッケージへの
さまざまな種類の依存関係を持つこともできます。

この章の各セクションには、dependアクションがパッケージの作成中にマニフェス
ト内に指定されているときの例が含まれています。

require依存関係
依存関係のもっとも基本的なタイプは require依存関係です。これらの依存関係は通
常、ライブラリやインタプリタ (Pythonや Perlなど)などの機能依存性を表現するた
めに使用します。

パッケージ A@1.0にパッケージ B@2への require依存関係が含まれている場合、A@1.0

をインストールしたら、バージョン 2以上の Bパッケージもインストールする必要が
あります。この上位バージョンのパッケージの受け入れは、既存のパッケージのよ
り新しいバージョンにバイナリ互換性があることへの暗黙の期待を反映していま
す。

4第 4 章
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dependアクションに指定されたパッケージのどのバージョンも受け入れ可能である
場合は、指定された FMRIのバージョン部分を省略できます。

require依存関係の例は次のとおりです。

depend fmri=pkg:/system/library type=require

require-any依存関係
require-any依存関係は、複数のパッケージが機能要件を満たすことできる場合に使
用します。依存関係がまだ満たされていない場合、IPSはそれらのパッケージのいず
れかを選んでインストールします。

たとえば、require-any依存関係を使用して、Perlの少なくとも 1つのバージョンが
システムに確実にインストールされるようできます。バージョン管理は、require依
存関係の場合と同じように処理されます。

require-any依存関係の例は次のとおりです。

depend type=require-any fmri=pkg:/editor/gnu-emacs/gnu-emacs-gtk \

fmri=pkg:/editor/gnu-emacs/gnu-emacs-no-x11 \

fmri=pkg:/editor/gnu-emacs/gnu-emacs-x11

optional依存関係
optional依存関係は、指定されたパッケージをインストールする場合に、それが指
定のバージョン以上である必要があることを指定します。

このタイプの依存関係は通常、パッケージが内容を転送する場合に対処するために
使用します。この場合、転送後のパッケージの各バージョンには、他方の
パッケージの転送後のバージョンへの optional依存関係が含まれるため、2つの
パッケージの互換のないバージョンをインストールすることはできませ
ん。optional依存関係でバージョンを省略すると、その依存関係は意味がなくなり
ますが、許可されます。

optional依存関係の例は次のとおりです。

depend fmri=pkg:/x11/server/xorg@1.9.99 type=optional

conditional依存関係
conditional依存関係には、predicate属性と fmri属性があります。predicate属性の
値で指定されたパッケージが指定されたバージョン以上でシステムに存在する場
合、conditional依存関係は fmri属性のパッケージへの require依存関係として扱わ
れます。predicate属性で指定したパッケージがシステムに存在しないか、下位
バージョンで存在する場合、conditional依存関係は無視されます。

依存関係タイプ

Oracle Solaris 11.1での Image Packaging Systemを使用したソフトウェアのパッケージ化および配布
• 2012年 10月

62



conditional依存関係は、必須の基本パッケージがシステムに存在する場合にオプ
ションの拡張機能をパッケージにインストールするためにもっともよく使用しま
す。

たとえば、X11バージョンと端末バージョンの両方を持つエディタパッケージ
は、X11バージョンを別個のパッケージに入れ、必須のXクライアントライブラリ
パッケージが predicateとして存在するテキストバージョンからX11バージョンへの
conditional依存関係を含めることができます。

conditional依存関係の例は次のとおりです。

depend type=conditional fmri=library/python-2/pycurl-26 \

predicate=runtime/python-26

group依存関係
group依存関係は、パッケージのグループを構築するために使用します。

group依存関係は指定されたバージョンを無視します。指定されたパッケージのどの
バージョンもこの依存関係を満たします。

指定されたパッケージは、そのパッケージが次のいずれかの処理の対象になってい
ないかぎり必要です。

■ パッケージが回避リスト上に置かれました。回避リストについては、pkg(1)のマ
ニュアルページを参照してください。

■ パッケージが pkg install --rejectで拒否されました。
■ パッケージが pkg uninstallでアンインストールされました。

これらの 3つのオプションを使用すると、管理者は group依存関係の対象になってい
るパッケージを選択解除できます。これらの 3つのオプションのいずれかが使用さ
れた場合、IPSではパッケージが別の依存関係で引き続き必要とされた場合を除
き、更新中にそのパッケージを再インストールしません。新しい依存関係がそれに
続く別の操作で削除された場合、そのパッケージは再度アンインストールされま
す。

これらの依存関係の使用方法のよい例は、システムの通常の使用に必要とされる
パッケージへの group依存関係を含むパッケージを構築することです。いくつかの例
として、solaris-large-server、solaris-desktop、または developer-gnuがあげら
れます。120ページの「Oracle Solarisのグループパッケージ」には、group依存関係を
配布する一連のOracle Solarisパッケージが示されています。

グループパッケージをインストールすると、このOSの新しいバージョンへの以降の
更新のすべてにわたって、適切なパッケージがシステムに確実に追加されるように
なります。

依存関係タイプ
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group依存関係の例は次のとおりです。

depend fmri=package/pkg type=group

origin依存関係
origin依存関係は、中間移行が必要となるアップグレード問題を解決するために存
在します。デフォルトの動作では、更新中のシステムに存在している必要のある最
小バージョンのパッケージ (インストール済みの場合)を指定します。

たとえば、典型的な使用法として、データベースパッケージのバージョン 5
で、バージョン 3以上からのアップグレードをサポートし、それより前の
バージョンからのアップグレードはサポートしない場合があげられます。この場
合、バージョン 5にはバージョン 3でのそれ自身への origin依存関係がありま
す。このため、バージョン 5が新たにインストールされた場合、インストールは続
行します。ただし、バージョン 1のパッケージがインストールされていた場合、そ
のパッケージをバージョン 5に直接アップグレードすることはできません。この場
合、pkg update database-packageはバージョン 5を選択せず、アップグレードする
可能な最新バージョンとして代わりにバージョン 3を選択します。

origin依存関係の動作は、root-image属性を trueにすることで変更できます。この
場合、指定されたパッケージは、それが更新中のイメージではなく実行中のシステ
ムに存在する場合、指定のバージョンまたはそれ以上にする必要があります。これ
は通常、ブートブロックインストーラへの依存関係など、オペレーティングシステ
ムの問題に使用されます。

origin依存関係の例は次のとおりです。

depend fmri=pkg:/database/mydb@3.0 type=origin

incorporate依存関係
incorporate依存関係は、指定されたパッケージがインストールされる場合に、それ
が指定のバージョン (指定のバージョン精度)である必要があることを指定しま
す。たとえば、依存する FMRIにバージョン 1.4.3が含まれている場合、1.4.3未満の
バージョンも 1.4.4以上のバージョンもこの依存関係を満たしません。バージョン
1.4.3.7はこのサンプル依存関係を満たします。

incorporate依存関係の一般的な使用方法は、それらの多くを同じパッケージに入れ
て、互換性のあるサーフェスをパッケージバージョン領域に定義することです。そ
のような incorporate依存関係セットを含むパッケージは結合とよく呼ばれます。結
合は通常、同時に作成されるソフトウェアパッケージのセットを定義するために使
用され、個別にバージョン管理されません。incorporate依存関係は、ソフトウェア
の互換性のあるバージョンがまとめてインストールされるようにするためにOracle
Solarisでよく使用されます。

依存関係タイプ
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incorporate依存関係の例は次のとおりです。

depend type=incorporate \

fmri=pkg:/driver/network/ethernet/e1000g@0.5.11,5.11-0.175.0.0.0.2.1

parent依存関係
parent依存関係は、ゾーンまたはほかの子イメージに使用します。この場合、その
依存関係は子イメージでのみチェックされ、親イメージまたは大域ゾーンに存在し
ている必要のあるパッケージとバージョンを指定します。指定されたバージョン
は、指定されたレベルの精度に一致する必要があります。

たとえば、親の依存関係が A@2.1にある場合、2.1から始まる Aのすべての
バージョンが一致します。この依存関係は、パッケージが非大域ゾーンと大域
ゾーンの間で同期した状態に保たれる必要があるときによく使用します。ショート
カットとして、この依存関係を含むパッケージの正確なバージョンの同義語として
特別なパッケージ名 feature/package/dependency/selfが使用されます。

parent依存関係は、非大域ゾーンにインストールされた主要なオペレーティングシ
ステムコンポーネント (libc.so.1など)を、大域ゾーンにインストールされたカーネ
ルと同期した状態に維持するために使用されます。parent依存関係について
は、第 10章「非大域ゾーンの処理」でも説明されています。

parent依存関係の例は次のとおりです。

depend type=parent fmri=feature/package/dependency/self \

variant.opensolaris.zone=nonglobal

exclude依存関係
exclude依存関係を含むパッケージは、依存するパッケージが指定されたバージョン
レベル以上でイメージにインストールされる場合はインストールできません。

exclude依存関係の FMRIからバージョンを省いた場合、依存関係を指定する
パッケージと同時にインストールできる、除外されたパッケージのバージョンはあ
りません。

exclude依存関係はほとんど使用されません。これらの制約は、管理者の負担になる
ことがあるため、可能であれば回避するようにしてください。

exclude依存関係の例は次のとおりです。

depend fmri=pkg:/x11/server/xorg@1.10.99 type=exclude

依存関係タイプ
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制約と凍結
前述したさまざまな dependアクションを慎重に使用することで、パッケージはその
アップグレードが許可される方法を定義できます。

インストール可能なパッケージバージョンの制約
一般に、システムにインストールされた一連のパッケージのサポートやアップグ
レードはまとめて行われるのが望ましいことです (セット内のパッケージがすべて更
新されるか、セット内のパッケージがどれも更新されないかのどちらか)。これが
incorporate依存関係を使用する理由です。

次の 3つの部分的なパッケージマニフェストは、fooおよび barパッケージと
myincorp結合パッケージの関係を示しています。

次に、fooパッケージマニフェストからの抜粋を示します。

set name=pkg.fmri value=foo@1.0

dir path=foo owner=root group=bin mode=0755

depend fmri=myincorp type=require

次に、barパッケージマニフェストからの抜粋を示します。

set name=pkg.fmri value=bar@1.0

dir path=bar owner=root group=bin mode=0755

depend fmri=myincorp type=require

次に、myincorpパッケージマニフェストからの抜粋を示します。

set name=pkg.fmri value=myincorp@1.0

depend fmri=foo@1.0 type=incorporate

depend fmri=bar@1.0 type=incorporate

fooおよび barパッケージの両方に、myincorp結合への require依存関係が含まれて
います。myincorpパッケージには、次の方法で fooおよび barパッケージを制約する
incorporate依存関係が含まれています。

■ fooおよび barパッケージは、最大でもバージョン 1.0 (依存関係に指定された
バージョン番号で定義された精度レベル)にしかアップグレードできません。

■ fooおよび barパッケージをインストールする場合、それらはバージョン 1.0以上
である必要があります。

バージョン 1.0への incorporate依存関係では、バージョン 1.0.1や 1.0.2.1などは許可
されますが、バージョン 1.1、2.0、0.9などは許可されません。incorporate依存関係
を上位バージョンで指定する、更新済みの結合パッケージがインストールされる
と、fooおよび barパッケージはその上位バージョンに更新することを許可されま
す。
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fooと barの両方に myincorpパッケージへの require依存関係が含まれているた
め、結合パッケージは常にインストールされる必要があります。

インストール可能なパッケージバージョンに対す
る制約の緩和
状況によっては、結合の制約を緩めた方がよい場合があります。

おそらく barは fooと関係なく機能できますが、fooを、結合の incorporate依存関
係によって定義された一連のバージョン内にとどめておく必要があります。

ファセットを使用すると結合の制約を緩めることができ、それによって管理者は特
定の incorporate依存関係を効果的に無効にできるようになります。ファセットにつ
いては、第 5章「バリエーションの許可」に詳しく説明されています。簡単に言え
ば、ファセットとはパッケージ内のアクションに適用して、作成者がそれらのアク
ションをオプションとしてマーク付けできるようにする特別な属性です。

このようにアクションがファセット属性でマーク付けされると、pkg change-facetコ
マンドを使用して、それらのファセットを含むアクションを有効または無効にする
ことができます。

一般に、オプションで incorporate依存関係をインストールするファセットには
facet.version-lock.nameという名前が付けられます。ここでは、nameはその
dependアクションを含むパッケージの名前です。

上記の例を使用すると、myincorpパッケージマニフェストには次の行を含めること
ができます。

set name=pkg.fmri value=myincorp@1.0

depend fmri=foo@1.0 type=incorporate

depend fmri=bar@1.0 type=incorporate facet.version-lock.bar=true

デフォルトでは、この結合には barパッケージへの dependアクションが含まれてお
り、barをバージョン 1.0に制約しています。この制約は、次のコマンドによって緩
和されます。

# pkg change-facet version-lock.bar=false

このコマンドの実行が成功したあとで、barパッケージは結合の制約から解放さ
れ、必要に応じてバージョン 2.0にアップグレードできます。

インストール可能なパッケージバージョンの凍結
ここまでは、パッケージマニフェストを変更することでパッケージのオーサリング
プロセス中に適用される制約について説明してきました。管理者は、実行時に制約
をシステムに適用することもできます。

制約と凍結
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pkg freezeコマンドを使用すると、管理者はある特定のパッケージが、現在インス
トールされているバージョン (タイムスタンプを含む)、またはコマンド行で指定し
たバージョンから変更されるのを防ぐことができます。この機能は事実上
incorporate依存関係と同じです。

freezeコマンドの詳細は、pkg(1)のマニュアルページを参照してください。

さらに複雑な依存関係をイメージに適用するには、それらの依存関係を含む
パッケージを作成してインストールします。

制約と凍結
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バリエーションの許可

この章では、各種インストールオプションをエンドユーザーに提供する方法につい
て説明します。

相互に排他的なソフトウェアコンポーネント
Oracle Solarisでは複数のアーキテクチャーをサポートしており、SVR4パッケージシ
ステムで起きる一般的なエラーの 1つが、間違ったアーキテクチャー用の
パッケージを誤ってインストールすることでした。サポートされているアーキテク
チャーごとに別個の IPSソフトウェアリポジトリを保持するというのは、ISVに
とっては魅力がなく、ソフトウェアユーザーにとってはエラーを起こしやすくなり
ます。結果として、IPSは複数のアーキテクチャーでの単一パッケージのインス
トールをサポートしています。

この機能を実装するメカニズムは、バリアントと呼ばれます。バリアントを使用す
ると、実際にインストールされるソフトウェアコンポーネントをターゲットイ
メージのプロパティーで決定できます。

バリアントには、その名前と使用可能な値のリストの 2つの部分があります。Oracle
Solaris 11で定義されているバリアントを次の表に示します。

バリアント名 使用可能な値

variant.arch sparc、i386

variant.opensolaris.zone global、nonglobal

variant.debug.* true、false
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バリアントは、パッケージ内の次の 2つの場所に出現します。
■ setアクションはバリアントの名前を指定し、このパッケージに適用される値を
定義します。

■ setアクションに指定されたバリアント値のサブセットに対してのみインス
トールできるアクションにはどれも、そのバリアントの名前と、このアクション
がインストールされるときの値を指定するタグが含まれています。

たとえば、シンボリックリンク /var/ld/64を配布するパッケージには次の定義を含
めることができます。

set name=variant.arch value=sparc value=i386

dir group=bin mode=0755 owner=root path=var/ld

dir group=bin mode=0755 owner=root path=var/ld/amd64 \

variant.arch=i386

dir group=bin mode=0755 owner=root path=var/ld/sparcv9 \

variant.arch=sparc

link path=var/ld/32 target=.

link path=var/ld/64 target=sparcv9 variant.arch=sparc

link path=var/ld/64 target=amd64 variant.arch=i386

SPARCと x86の両方に配布されるコンポーネントはバリアントタグを受け取りませ
んが、一方または他方のアーキテクチャーに配布されるコンポーネントは適切なタ
グを受け取ることに注意してください。アクションには、さまざまなバリアント名
の複数のタグを含めることができます。たとえば、1つのパッケージに SPARCと x86
の両方のデバッグバイナリと非デバッグバイナリの両方を含めることができます。

Oracle Solarisでは、カーネルコンポーネントは非大域ゾーン内では役に立たないた
め、通常、ゾーンにインストールされたパッケージから取り除かれます。このた
め、カーネルコンポーネントは、非大域ゾーンにインストールされないよう
に、globalに設定された opensolaris.zoneバリアントでマーク付けされます。これ
は通常、pkgmogrify(1)規則を使用することで、発行中にマニフェスト内で行われま
す。i386および sparcビルドからのパッケージはゾーン用としてマーク付けさ
れ、その後 pkgmerge(1)によって sparcおよび i386ビルドからのパッケージがマージ
されます。これは、そのようなパッケージを手動で構築しようとするよりもはるか
に信頼性が高く、迅速です。

パッケージ開発者は新しいバリアントを定義できません。ただし、開発者は
variant.debug.*バリアントでタグ付けされたデバッグバージョンのコンポーネント
を定義でき、問題が発生した場合にユーザーはそのバリアントを選択できます。バ
リアント名前空間の variant.debug.*部分は、デフォルト値 falseを持つように事前
定義されています。バリアントはイメージごとに設定されることを念頭に置き、必
ずソフトウェアのその要素に適した解決で一意になる適切な名前を選択するように
してください。

バリアントタグは、マージ中にアーキテクチャー間で異なるすべてのアクション (依
存関係や setアクションを含む)に適用されます。現在のイメージのバリアント値の
いずれかをサポートしないとしてマーク付けされているパッケージは、インス
トールの対象とみなされません。

相互に排他的なソフトウェアコンポーネント
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pkgmerge(1)のマニュアルページには、パッケージをマージする例がいくつか記載さ
れています。pkgmergeコマンドは、必要に応じて、同時に複数の異なるバリアント
にわたってマージします。

オプションのソフトウェアコンポーネント
本体に含まれているソフトウェアの一部はオプションであり、一部のユーザーはそ
れらをインストールする必要がない場合があります。例として、異なるロケール用
のローカライズファイル、マニュアルページとその他のドキュメント、開発者また
はDTraceユーザーにのみ必要なヘッダーファイルなどがあげられます。

オプションの内容はこれまで、-devや -develなどの識別子がパッケージ名に付加さ
れている別個のパッケージで配布されていました。管理者は、これらのオプション
のパッケージをインストールすることでオプションの内容をインストールしまし
た。この解決方法の問題の 1つは、管理者が使用可能なパッケージのリストを調べ
て、オプションのパッケージを見つけ出し、インストールする必要があることで
す。

IPSでは、ファセットと呼ばれるメカニズムを実装して、オプションのパッケージの
内容を配布します。ファセットはバリアントに似ています:各ファセットには名前と
値があり、アクションにはさまざまなファセット名の複数のタグを含めることがで
きます。イメージ内では、すべてのファセットのデフォルト値は trueであり、特定
のファセットの値を trueまたは falseのどちらかに明示的に設定できま
す。ファセット名前空間は階層的です。pkgクライアントは暗黙的に facet.*をイ
メージに対して trueに設定します。イメージ内の特定のファセットの値は、一致す
るもっとも長いファセット名の値になります。

次の例は、管理者がマニュアルページは含めるが、ほかのすべてのドキュメントは
このイメージへのインストールから除外する方法を示しています。マニュアル
ページとその他のドキュメントは、管理者がインストールを望んでいるソフト
ウェアやほかの内容とともに同じパッケージに入っている可能性がありま
す。パッケージマニフェストでは、マニュアルページは facet.doc.man=trueでタグ
付けされています。ほかのドキュメントアクションは、facet.doc.pdf=trueや
facet.doc.html=trueなどでタグ付けされている可能性があります。イメージ内
で、管理者は次のコマンドを使用すれば、マニュアルページを含めて、ほかのすべ
てのドキュメントを除外できます。

# pkg change-facet facet.doc.*=false

# pkg change-facet facet.doc.man=true

同様に、パッケージマニフェスト内のアクションは、facet.locale.de=trueや
facet.locale.fr=trueなどのロケールファセットでタグ付けできます。次のコマンド
では、このイメージにドイツ語のローカライズ版のみをインストールします。

# pkg change-facet facet.locale.*=false

# pkg change-facet facet.locale.de=true
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1つのアクションに複数のファセットタグが含まれている場合、そのアクションはそ
れらのいずれかのファセットタグの値が trueの場合にインストールされます。イ
メージ内に明示的に設定されているファセットを表示するには、pkg facetコマンド
を使用します。

$ pkg facet

FACETS VALUE

facet.doc.* False

facet.doc.man True

facet.locale.* False

facet.locale.de True

正規表現を使用してさまざまなタイプのファイルを一致させることで、迅速かつ正
確にファセットタグをパッケージマニフェストに追加するには、pkgmogrifyを使用
します。これについては、第 6章「プログラムによるパッケージマニフェストの変
更」で詳しく説明されています。

ファセットの設定に応じて依存関係のオンとオフを切り替えることで、ファセット
を依存関係の管理にも使用できます。facet.version-lock.*については、66ページ
の「制約と凍結」を参照してください。

次のファセットは、ソフトウェア開発者に役立つ可能性があります。

facet.devel facet.locale.es_BO facet.locale.lt_LT

facet.doc facet.locale.es_CL facet.locale.lv

facet.doc.man facet.locale.es_CO facet.locale.lv_LV

facet.doc.pdf facet.locale.es_CR facet.locale.mk

facet.doc.info facet.locale.es_DO facet.locale.mk_MK

facet.doc.html facet.locale.es_EC facet.locale.ml

facet.locale.* facet.locale.es_ES facet.locale.ml_IN

facet.locale.af facet.locale.es_GT facet.locale.mr

facet.locale.af_ZA facet.locale.es_HN facet.locale.mr_IN

facet.locale.ar facet.locale.es_MX facet.locale.ms

facet.locale.ar_AE facet.locale.es_NI facet.locale.ms_MY

facet.locale.ar_BH facet.locale.es_PA facet.locale.mt

facet.locale.ar_DZ facet.locale.es_PE facet.locale.mt_MT

facet.locale.ar_EG facet.locale.es_PR facet.locale.nb

facet.locale.ar_IQ facet.locale.es_PY facet.locale.nb_NO

facet.locale.ar_JO facet.locale.es_SV facet.locale.nl

facet.locale.ar_KW facet.locale.es_US facet.locale.nl_BE

facet.locale.ar_LY facet.locale.es_UY facet.locale.nl_NL

facet.locale.ar_MA facet.locale.es_VE facet.locale.nn

facet.locale.ar_OM facet.locale.et facet.locale.nn_NO

facet.locale.ar_QA facet.locale.et_EE facet.locale.no

facet.locale.ar_SA facet.locale.eu facet.locale.or

facet.locale.ar_TN facet.locale.fi facet.locale.or_IN

facet.locale.ar_YE facet.locale.fi_FI facet.locale.pa

facet.locale.as facet.locale.fr facet.locale.pa_IN

facet.locale.as_IN facet.locale.fr_BE facet.locale.pl

facet.locale.az facet.locale.fr_CA facet.locale.pl_PL

facet.locale.az_AZ facet.locale.fr_CH facet.locale.pt

facet.locale.be facet.locale.fr_FR facet.locale.pt_BR

facet.locale.be_BY facet.locale.fr_LU facet.locale.pt_PT

facet.locale.bg facet.locale.ga facet.locale.ro
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facet.locale.bg_BG facet.locale.gl facet.locale.ro_RO

facet.locale.bn facet.locale.gu facet.locale.ru

facet.locale.bn_IN facet.locale.gu_IN facet.locale.ru_RU

facet.locale.bs facet.locale.he facet.locale.ru_UA

facet.locale.bs_BA facet.locale.he_IL facet.locale.rw

facet.locale.ca facet.locale.hi facet.locale.sa

facet.locale.ca_ES facet.locale.hi_IN facet.locale.sa_IN

facet.locale.cs facet.locale.hr facet.locale.sk

facet.locale.cs_CZ facet.locale.hr_HR facet.locale.sk_SK

facet.locale.da facet.locale.hu facet.locale.sl

facet.locale.da_DK facet.locale.hu_HU facet.locale.sl_SI

facet.locale.de facet.locale.hy facet.locale.sq

facet.locale.de_AT facet.locale.hy_AM facet.locale.sq_AL

facet.locale.de_BE facet.locale.id facet.locale.sr

facet.locale.de_CH facet.locale.id_ID facet.locale.sr_ME

facet.locale.de_DE facet.locale.is facet.locale.sr_RS

facet.locale.de_LI facet.locale.is_IS facet.locale.sv

facet.locale.de_LU facet.locale.it facet.locale.sv_SE

facet.locale.el facet.locale.it_CH facet.locale.ta

facet.locale.el_CY facet.locale.it_IT facet.locale.ta_IN

facet.locale.el_GR facet.locale.ja facet.locale.te

facet.locale.en facet.locale.ja_JP facet.locale.te_IN

facet.locale.en_AU facet.locale.ka facet.locale.th

facet.locale.en_BW facet.locale.ka_GE facet.locale.th_TH

facet.locale.en_CA facet.locale.kk facet.locale.tr

facet.locale.en_GB facet.locale.kk_KZ facet.locale.tr_TR

facet.locale.en_HK facet.locale.kn facet.locale.uk

facet.locale.en_IE facet.locale.kn_IN facet.locale.uk_UA

facet.locale.en_IN facet.locale.ko facet.locale.vi

facet.locale.en_MT facet.locale.ko_KR facet.locale.vi_VN

facet.locale.en_NZ facet.locale.ks facet.locale.zh

facet.locale.en_PH facet.locale.ks_IN facet.locale.zh_CN

facet.locale.en_SG facet.locale.ku facet.locale.zh_HK

facet.locale.en_US facet.locale.ku_TR facet.locale.zh_SG

facet.locale.en_ZW facet.locale.ky facet.locale.zh_TW

facet.locale.eo facet.locale.ky_KG

facet.locale.es_AR facet.locale.lg

オプションのソフトウェアコンポーネント
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プログラムによるパッケージマニフェス
トの変更

この章では、自動的に注釈が付けられチェックされるように、パッケージマニ
フェストをマシンで編集する方法について説明します。

第 2章「IPSを使用したソフトウェアのパッケージ化」では、パッケージの発行に必
要なすべての手法が取り上げられています。この章では、大きなパッケージの発
行、多数のパッケージの発行、またはある期間にわたるパッケージの再発行に役立
つ可能性のある追加情報を提供します。

ユーザーのパッケージには、第 5章「バリエーションの許可」で説明しているよう
にバリアントまたはファセットでタグ付けする必要がある多数のアクション、また
は第 7章「パッケージインストールの一環としてのシステム変更の自動化」で説明
しているようにサービスの再起動によってタグ付けする必要がある多数のアク
ションが含まれている可能性があります。手動でパッケージマニフェストを編集し
たり、この作業を行うスクリプトやプログラムを作成したりするのではなく、IPSの
pkgmogrifyユーティリティーを使用して、パッケージマニフェストの変換を迅速か
つ正確に、そして繰り返し行います。

pkgmogrifyユーティリティーは 2種類の規則、変換と取り込みを適用します。変換
規則によってアクションが変更されます。取り込み規則によって他のファイルが処
理されます。pkgmogrifyユーティリティーは、これらの規則をファイルから読み取
り、それらを指定されたパッケージマニフェストに適用します。

変換規則
このセクションでは、変換規則の例を示し、すべての変換規則の各部について説明
します。

Oracle Solarisでは、kernelという名前のサブディレクトリに配布するファイルは
カーネルモジュールとして扱われ、リブートが必要としてタグ付けされます。次の
タグは、path属性値に kernelが含まれるアクションに適用されます。
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reboot-needed=true

このタグを適用するには、次の規則を pkgmogrify規則ファイルに指定します。

<transform file path=.*kernel/.+ -> default reboot-needed true>

区切り記号 この規則は <と >で囲む必要があります。その規則の ->の左側
の部分は、選択セクションまたは照合セクションです。->の右
側の部分は、その操作の実行セクションです。

transform この規則のタイプ。

file この規則を fileアクションにのみ適用します。これは、その規
則の選択セクションと呼ばれます。

path=.*kernel/.+ 正規表現 path=.*kernel/.+に一致する path属性を持つ fileア
クションのみを変換します。これは、その規則の照合セク
ションと呼ばれます。

default defaultに続く属性と値を、まだその属性に値が設定されてい
ない一致するアクションに追加します。

reboot-needed 設定される属性。

true 設定される属性の値。

変換規則の選択セクションまたは照合セクションは、アクションタイプに
よって、またアクション属性値によって制限されることがあります。これらの一致
規則のしくみについての詳細は、pkgmogrifyのマニュアルページを参照してくださ
い。通常は、ファイルシステムの指定された領域に配布するアクションを選択する
ために使用します。たとえば、次の規則では、operationは usr/binと usr/bin内で配
布されたすべてのものがデフォルトで適切なユーザーまたはグループになるように
するために使用できます。

<transform file dir link hardlink path=usr/bin.* -> operation>

pkgmogrify(1)マニュアルページでは、pkgmogrifyがアクション属性の追加、削
除、設定、編集、およびアクション全体の追加と削除を実行できる多数の操作につ
いて説明されています。

取り込み規則
取り込み規則では、変換をさまざまなマニフェストによって再利用される複数の
ファイルおよびサブセットに広げることができます。2つのパッケージ Aと Bを配布
する必要があるとします。両方のパッケージの source-urlは同じURLに設定されて
いますが、/etc内のパッケージ Bのファイルのみが group=sysになるよう設定されて
います。

取り込み規則
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パッケージ Aのマニフェストでは、source-url変換を含むファイルを引き入れる取
り込み規則を指定します。パッケージ Bのマニフェストでは、ファイルグループ設
定変換を含むファイルを引き入れる取り込み規則を指定します。最後
に、source-url変換を含むファイルを引き入れる取り込み規則を、パッケージ B、ま
たはグループを設定する変換を含むファイルのどちらかに追加します。

変換順序
変換は、ファイル内でそれらが検出される順序で適用されます。この順序付けを使
用すると、変換の一致する部分を簡略化できます。

/fooに配布されるすべてのファイルにはデフォルトの sysグループが含まれている
が、/foo/barに配布されるそれらのファイルにはデフォルトの binグループが含ま
れているとします。

/foo/barで始まるパスを除き、/fooで始まるすべてのパスに一致する複雑な正規表
現を作成できます。変換の順序付けを使用すると、この照合が非常に簡単になりま
す。

デフォルトの変換を順序付けるときは、必ずもっとも具体的なものからもっとも一
般的なものへの順にします。それ以外の場合、後者の規則は決して使用しません。

この例では、次の 2つの規則を使用します。

<transform file path=foo/bar/.* -> default group bin>

<transform file path=foo/.* -> default group sys>

一度しか配布されない各パッケージに適合したパターンを見つける必要があるた
め、変換を使用して上述の照合を使用するアクションを追加することは困難で
す。pkgmogrifyツールはこの問題に役立つ合成アクションを作成します。pkgmogrify

は pkg.fmri属性を設定するマニフェストごとにマニフェストを処理するので、pkg

合成アクションが pkgmogrifyによって作成されます。pkgアクションは、それが実際
にマニフェスト内にあるかように照合できます。

たとえば、配布されたソフトウェアのソースコードが見つかるWebサイト
example.comを含むアクションをすべてのパッケージに追加する必要があったとしま
す。次の変換でそれを行うことができます。

<transform pkg -> emit set info.source-url=http://example.com>

変換順序
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パッケージ化された変換
開発者にとって便利なように、Oracle Solaris OSをパッケージ化するときに使用され
た一連の変換は、/usr/share/pkg/transforms 内の次のファイルで入手できます。

developer facet.develを、/usr/.*/includeに配布された *.hヘッダーファイ
ル、アーカイブライブラリと lintライブラリ、pkg-config(1)
データファイル、および autoconf(1)マクロに置きます。

documentation さまざまな facet.doc.*ファセットをドキュメントファイルに置き
ます。

locale さまざまな facet.locale.*ファセットをロケール固有のファイル
に置きます。

smf-manifests パッケージ化されたすべての SMFマニフェスト上の
svc:/system/manifest-import:defaultを指す restart_fmriアク
チュエータを追加して、パッケージがインストールされたあとに
システムがそのマニフェストをインポートするようにします。

パッケージ化された変換
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パッケージインストールの一環としての
システム変更の自動化

この章では、サービス管理機能 (SMF)を使用して、パッケージインストールの結果
として生じる必要なすべてのシステム変更を自動的に処理する方法について説明し
ます。

パッケージアクションでのシステム変更の指定
最初に、インストール、更新、または削除されるときにシステムへの変更をもたら
すアクションを特定します。たとえば、一部のシステム変更は 13ページの「ソフト
ウェアの自己アセンブリ」で説明しているソフトウェアの自己アセンブリの概念を
実装するために必要です。

それらのパッケージアクションごとに、必要なシステム変更を提供する既存の SMF
サービスを特定します。あるいは、必要な機能を提供する新しいサービスを作成
し、80ページの「SMFサービスの提供」の説明に従ってそのサービスがシステムに
配布されるようにします。

インストールされるときにシステムへの変更をもたらす一連のアクションを特定し
たら、システム変更を生じさせるために、パッケージマニフェスト内のそれらのア
クションにタグを付けます。システム変更を生じさせるタグの値は、アク
チュエータと呼ばれます。

次のアクチュエータタグは、マニフェスト内のどのアクションにも追加できます。

reboot-needed このアクチュエータは trueまたは falseの値を取りま
す。このアクチュエータは、パッケージシステムがライブ
イメージ上で動作している場合、タグ付きアクションの更
新または削除を新しいブート環境で実行する必要があるこ
とを宣言します。新しいブート環境の作成は、be-policyイ
メージプロパティーによって制御されます。be-policyプロ
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パティーについての詳細は、pkg(1)のマニュアルページ
の「イメージプロパティー」セクションを参照してくださ
い。

SMFアクチュエータ これらのアクチュエータは SMFサービスに関連していま
す。

SMFアクチュエータは値として単一のサービス FMRIを取り
ますが、場合により複数の FMRIに一致するグロッビング文
字を含むこともあります。同じサービス FMRIが複数のアク
ションによって (場合により操作されている複数の
パッケージにわたって)タグ付けされる場合、IPSはそのア
クチュエータを一度だけトリガーします。

次の SMFアクチュエータのリストには、指定された各アク
チュエータの値である、サービス FMRIへの影響が説明され
ています。

disable_fmri パッケージ操作を行う前に指定のサービス
を無効にします。

refresh_fmri パッケージ操作を完了したあとに指定の
サービスをリフレッシュします。

restart_fmri パッケージ操作を完了したあとに指定の
サービスを再起動します。

suspend_fmri パッケージ操作を実行する前に指定の
サービスを一時的に中断し、パッケージ操
作が完了したあとでそのサービスを有効に
します。

SMFサービスの提供
新しい SMFサービスを配布するには、SMFマニフェストファイルおよびメソッドス
クリプトを配布するパッケージを作成します。

このセクションではまず、新しい SMFサービスを配布する一般的なケースについて
説明し、次に一度だけ実行されるサービスを配布する特殊なケースについて説明し
ます。最後に、このセクションではこれらのサービスパッケージの自己アセンブリ
に関するいくつかのヒントを示します。

SMFサービスの提供
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新しい SMFサービスの提供
新しい SMFサービスを配布するパッケージは通常、システム変更を必要とします。

SVR4のパッケージ化では、インストール後のスクリプトは SMFコマンドを実行して
svc:/system/manifest-import:defaultサービスを再起動しました。

IPSでは、マニフェストファイルを lib/svc/manifestまたは var/svc/manifestに配布
するアクションが次のアクチュエータでタグ付けされます。

restart_fmri=svc:/system/manifest-import:default

このアクチュエータは、マニフェストが追加、更新、または削除される
と、manifest-importサービスが再起動され、それによってその SMFマニフェストに
よって配布されたサービスが追加、更新、または削除されるようにします。

パッケージがライブシステムに追加される場合、このアクションはそのパッケージ
化操作中にすべてのパッケージがシステムに追加されると実行されま
す。パッケージが代替ブート環境に追加される場合、このアクションはそのブート
環境の最初のブート中に実行されます。

1度だけ実行されるサービスの提供
新しいソフトウェア環境の単発の構成を実行する必要があるパッケージでは、その
構成を実行する SMFサービスを配布するようにします。

そのアプリケーションを配布するパッケージには次のアクションを含めるようにし
ます。

file path=opt/myapplication/bin/run-once.sh owner=root group=sys mode=0755

file path=lib/svc/manifest/application/myapplication-run-once.xml owner=root group=sys \

mode=0644 restart_fmri=svc:/system/manifest-import:default

そのサービスの SMFメソッドスクリプトには、さらにアプリケーションを構成した
り、そのアプリケーションが効率的に動作するようにシステムを変更したりするた
めに必要なすべてのものを含めることができます。この例では、そのメソッドスク
リプトは簡単なログメッセージを作成します。

#!/usr/bin/sh

. /lib/svc/share/smf_include.sh

assembled=$(/usr/bin/svcprop -p config/assembled $SMF_FMRI)

if [ "$assembled" == "true" ] ; then

exit $SMF_EXIT_OK

fi

svccfg -s $SMF_FMRI setprop config/assembled = true

svccfg -s $SMF_FMRI refresh

echo "This is output from our run-once method script"

SMFサービスの提供
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通常、SMFサービスはそのアプリケーションがまだ構成されていない場合にのみ動
作するようにします。このサンプルメソッドスクリプトでは、config/assembledを
チェックします。別の方法は、そのサービスをアプリケーションとは別に
パッケージ化し、次にそのメソッドスクリプトを使用してそのサービスが含まれる
パッケージを削除することです。

メソッドスクリプトをテストする場合は、アクチュエータを実行するパッケージの
インストールの前後に pkg verifyを実行します。各実行の出力を比較して、そのス
クリプトが編集可能としてマークされていないファイルの変更を試みないようにし
ます。

次に、この例の SMFサービスマニフェストを示します。

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE service_bundle SYSTEM "/usr/share/lib/xml/dtd/service_bundle.dtd.1">
<service_bundle type=’manifest’ name=’MyApplication:run-once’>

<service

name=’application/myapplication/run-once’

type=’service’

version=’1’>

<single_instance />

<dependency

name=’fs-local’

grouping=’require_all’

restart_on=’none’

type=’service’>

<service_fmri value=’svc:/system/filesystem/local:default’ />

</dependency>

<dependent

name=’myapplication_self-assembly-complete’

grouping=’optional_all’

restart_on=’none’>

<service_fmri value=’svc:/milestone/self-assembly-complete’ />

</dependent>

<instance enabled=’true’ name=’default’>

<exec_method

type=’method’

name=’start’

exec=’/opt/myapplication/bin/run-once.sh’

timeout_seconds=’0’/>

<exec_method

type=’method’

name=’stop’

exec=’:true’

timeout_seconds=’0’/>

<property_group name=’startd’ type=’framework’>

<propval name=’duration’ type=’astring’ value=’transient’ />

</property_group>

<property_group name=’config’ type=’application’>

<propval name=’assembled’ type=’boolean’ value=’false’ />

</property_group>

</instance>

</service>

</service_bundle>

SMFサービスの提供
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svc.startd(1M)がこのサービスの処理を追跡しないように、SMFサービスの
startd/durationプロパティーが transientに設定されていることに注意してくださ
い。また、このサービスがそれ自身を依存関係として self-assembly-completeシス
テムマイルストーンに追加していることにも注意してください。

SMFメソッドでのパッケージの自己アセンブリの
サポート
このセクションでは、SMFメソッドの作成時にパッケージの自己アセンブリをサ
ポートするための追加のヒントをいくつか示します。

構成ファイルの再コンパイルが必要かどうかのテスト
パッケージ化された構成ファイルフラグメントからの構成ファイルのコンパイル
を、メソッドスクリプトが実行されるたびに行うのは負担がかかるという場合
は、メソッドスクリプトで次のテストを使用することを検討してください。

パッケージ化された構成ファイルフラグメントのディレクトリに対して ls -tを実行
し、次に head -1を使用して最後に変更されたバージョンを選択します。このファイ
ルのタイムスタンプを、それらのフラグメントからコンパイルされるパッケージ化
されていない構成ファイルのタイムスタンプと比較して、そのサービスでその構成
ファイルを再コンパイルする必要があるかどうかを判断します。

自己アセンブリが完了するまで待機する時間の制限
上記の SMFサービスマニフェストの例では、startメソッドに対して
timeout_seconds=’0’を定義しています。これは SMFが自己アセンブリが完了するま
で永久に待ち続けることを意味します。

デバッグに役立てるために、自己アセンブリプロセスに制限のあるタイムアウトを
課して、何かがうまくいかない場合に SMFが保守のためのサービスを打ち切ること
ができるようにすることをお勧めします。

SMFサービスの提供
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パッケージ更新の高度なトピック

この章では、パッケージの名前変更、マージ、分割、パッケージ内容の移動、複数
のアプリケーション実装の配布、およびブート環境間での情報の共有について説明
します。

パッケージ内容の競合の回避
パフォーマンス上の理由から、ソルバーはパッケージに指定された依存関係情報に
基づいて作業しているだけです。ほとんどの更新操作では、正しく更新された
パッケージを IPSで自動的にインストールできるようにするためにはこの情報で十分
です。

パッケージに含まれる依存関係が、それらは同時にインストールできるが、その内
容が競合していることを示す場合は、インストール前処理で競合チェックに失敗し
ます。競合チェックに失敗した場合、エンドユーザーは、おそらく手動でいくつか
のパッケージの異なるバージョンを指定することで問題の修正を試みる必要があり
ます。競合している内容の例として、同じファイルをインストールする 2つの
パッケージがあげられます。

パッケージ開発者は、競合しているパッケージは依存関係の制約のためにインス
トールできないようにする必要があります。pkglintユーティリティーを使用する
と、そのような競合の発見に役立ちます。pkglintの詳細は、44ページ
の「パッケージを検証する」および pkglint(1)のマニュアルページを参照してくだ
さい。
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パッケージの名前変更、マージ、および分割
元のパッケージ内の誤り、時間の経過に伴う製品またはその使用法の変更、あるい
は周辺のソフトウェア環境の変更のために、ソフトウェアコンポーネントの望まし
い構成が変わることがあります。パッケージ名の変更のみが必要な場合もありま
す。そのような変更を計画する場合、アップグレードを行うユーザーは、意図しな
い副作用が絶対に発生しないように検討してください。

pkg updateへの考慮事項がますます多様化しているため、このセクションでは、3種
類のパッケージ再編成について説明します。

1. 単一パッケージの名前変更
2. 2つのパッケージのマージ
3. パッケージの分割

単一パッケージの名前変更
単一パッケージの名前変更は簡単です。IPSには、パッケージの名前が変更されたこ
とを知らせるメカニズムが備わっています。

パッケージの名前を変更するには、次の 2つのアクションを使用して既存の
パッケージの新しいバージョンを発行します。

■ 次の書式による setアクション:

set name=pkg.renamed value=true

■ 新しいパッケージへの require依存関係。

名前変更されたパッケージは、dependまたは setアクション以外の内容を配布でき
ません。

新しいパッケージでは、それを名前変更前の元のパッケージと同時にインストール
できないようにする必要があります。どちらのパッケージも同じ結合依存関係の対
象となっている場合は、この制約が自動的に適用されます。そうでない場合は、新
しいパッケージには、名前変更されたバージョンに古いパッケージへの optional依
存関係が含まれている必要があります。これにより、ソルバーが両方のパッケージ
を選択して競合チェックが失敗することがなくなります。

この名前変更されたパッケージをインストールするユーザーはその名前変更された
新しいパッケージを自動的に受け取ります。これは、それが古いバージョンの依存
関係であるからです。名前変更されたパッケージが他のどのパッケージからも依存
されていない場合、それは自動的にシステムから削除されます。古いソフトウェア
が存在していると、名前変更されたいくつかのパッケージがインストール済みとし
て示されることがあります。その古いソフトウェアが削除されると、名前変更され
たパッケージも自動的に削除されます。
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パッケージの名前変更は何度行なっても問題はありませんが、ユーザーに紛らわし
いことがあるため推奨されていません。

2つのパッケージのマージ
パッケージのマージも簡単です。次の 2つの事例は、パッケージをマージする例で
す。

■ あるパッケージが名前変更バージョンで別のパッケージを取り込みます。
■ 2つのパッケージが同じ新しいパッケージ名に名前変更されます。

あるパッケージによる別のパッケージの取り込み
パッケージ A@2がパッケージ B@3を取り込む必要があるとします。これを行うに
は、パッケージ Bの名前をパッケージ A@2に変更します。前述のように両方の
パッケージをまとめて更新できるように結合される場合を除き、B@3への optional

依存関係を A@2に忘れずに含めてください。Aが Bを取り込んだので、Bを B@3に
アップグレードするユーザーは Aをインストールするようになります。

2つのパッケージの名前変更
この場合は、両方のパッケージの名前をマージされた新しいパッケージの名前に変
更して、それらにほかの制約がなければ、古いパッケージへの 2つの optional依存
関係を新しいパッケージに含めます。

パッケージの分割
パッケージを分割する場合は、86ページの「単一パッケージの名前変更」に説明し
ているように、結果となるそれぞれの新しいパッケージの名前を変更します。結果
となる新しいパッケージのいずれか 1つを名前変更しない場合、そのパッケージの
分割前と分割後のバージョンは互換性がなくなり、エンドユーザーがその
パッケージの更新を試みると、依存関係ロジックに違反する可能性があります。

元のパッケージの名前を変更し、分割によって作成されたすべての新しい
パッケージへの require依存関係を含めます。これにより、元のパッケージへの依存
関係を持ったパッケージは、新しい内容をすべて入手します。

分割されたパッケージの一部のコンポーネントは、マージとして既存のパッケージ
に取り込むことができます。87ページの「あるパッケージによる別のパッケージの
取り込み」を参照してください。
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パッケージの廃止
パッケージの廃止とは、パッケージの内容を取り出して空にしたり、パッケージを
システムから削除するときに使われるメカニズムです。廃止されたパッケージは
require依存関係を満たしません。require依存関係を含まない、インストールされ
たパッケージの新しいバージョンが使用可能である場合を除き、インストールされ
たパッケージに廃止になっているパッケージへの require依存関係が含まれている場
合は、更新に失敗します。

パッケージを廃止にするには、次の setアクション以外の内容がない状態で新しい
バージョンを発行します。

set name=pkg.obsolete value=true

パッケージを非廃止にするには、新しいバージョンを発行します。インストールさ
れたパッケージが廃止になっているときに更新を行うユーザーは、そのパッケージ
を失います。パッケージが廃止になる前に更新し、そのパッケージの新しい
バージョンが発行されるまで再度更新を行わないユーザーは、その新しい
バージョンに更新されます。

移行する編集可能ファイルの保持
パッケージの更新に関する一般的な問題の 1つに編集可能ファイルの移行があ
り、これはパッケージ間の移動か、またはインストールされたファイルシステム内
での位置の変更になります。

パッケージ間で編集可能ファイルを移行する。
IPSでは、ファイル名とファイルパスが変わらない場合、パッケージ間を移動する
編集可能ファイルの移行を試みます。パッケージの名前変更は、パッケージ間で
ファイルを移動する一例です。

ファイルシステム内で編集可能ファイルを移行する。
ファイルパスが変わる場合は、original_name属性が割り当てられて、そのファイ
ルのユーザーのカスタマイズが保持されるようにします。

最初にこのファイルを配布したパッケージ内の fileアクションに属性
original_nameが含まれていない場合は、その属性を更新済みパッケージに追加し
ます。その属性の値を、元のパッケージの名前のあとにコロンとそのファイルへ
の元のパスを続けた値 (先頭の /なし)に設定します。

original_name属性が編集可能ファイルに存在しているときは、その属性値を変更
しないでください。更新時にスキップされたバージョンの数に関係なく
ユーザーの内容が適切に保持されるように、この値は今後のすべて移動に対して
一意の識別子として機能します。
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ディレクトリの削除または名前変更時のパッケージ解除
された内容の移動

通常、パッケージ解除された内容は、それが含まれているディレクトリが削除され
ると、それへの最後の参照がなくなるため回収されます。

ディレクトリの名前が変更されると、IPSではこれを古いディレクトリの削除および
新しいディレクトリの作成とみなします。ディレクトリが名前変更または削除され
るときにディレクトリにまだ存在している編集可能ファイルは回収されます。

古いディレクトリが、新しいディレクトリに移動されるはずの内容 (ログファイルな
ど)をパッケージ解除している場合は、新しいディレクトリ上で salvage-from属性を
使用します。たとえば、pkgAがディレクトリの名前を /opt/olddata/logから
/opt/newdata/logに変更した場合は、この変更を行なった pkgAのバージョン
で、/opt/newdata/logを作成する dirアクションに次の属性を含めます。

salvage-from=opt/olddata/log

どの時点でパッケージ解除されたどの内容もすべて、新しい場所に移行されます。

salvage-from属性については、92ページの「ブート環境間で共有されるディレクト
リの提供」でもう一度説明されています。

複数のアプリケーション実装の配布
次のような特性を持つ、ある特定のアプリケーションの複数の実装を配布すること
が必要な場合があります。

■ すべて実装がイメージ内で使用できます。
■ 実装のいずれかが優先される実装として指定されます。
■ 優先される実装には、発見しやすくするために /usr/binなどの一般的なディレク
トリにインストールされたそのバイナリへのシンボリックリンクが含まれていま
す。

■ 管理者は、パッケージの追加や削除を行わずに、必要に応じて優先される実装を
変更できます。

複数のアプリケーション実装を配布する例の 1つにGCCがあります。Oracle Solaris
ではGCCの複数のバージョンを提供しており、各バージョンは独自のパッケージに
含まれ、/usr/bin/gccは優先されるバージョンを指します。

IPSでは、調停されたリンクを使用して、1つのイメージ内で複数のアプリ
ケーション実装を管理します。調停されたリンクとは、pkg set-mediatorおよび pkg

unset-mediatorコマンドによって制御されるシンボリックリンクです。さまざまな
アプリケーション実装を配布するパッケージ内の linkアクションは、調停に参加し
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ていると考えられています。pkg mediatorコマンドはイメージ内の調停を一覧表示
します。mediatorコマンドについては、pkg(1)のマニュアルページを参照してくださ
い。

次の属性を linkアクションで設定すると、調停されたリンクの配布方法を制御でき
ます。

mediator

特定の調停グループ (pythonなど)に参加しているすべてのパス名によって共有さ
れている調停名前空間内のエントリを指定します。

リンクの調停は mediator-versionおよび mediator-implementationに基づいて行う
ことができます。特定のパス名に対する仲介リンクはすべて、同じ mediatorを指
定する必要があります。ただし、すべてのメディエータバージョンおよび実装
が、特定のパスでリンクを提供する必要はありません。調停がリンクを提供して
いない場合は、その調停が選択されたときにリンクが削除されます。

特定のバージョンまたは実装、あるいはその両方と組み合わせたメディエータ
は、パッケージシステムで使用するために選択できる調停を表します。

mediator-version

mediator属性で記述されたインタフェースのバージョン (負でない整数のドットで
区切られた並びとして表現)を指定します。この属性は、mediatorが指定さ
れ、mediator-implementationは指定されていない場合に必要です。ローカルシス
テム管理者は、使用するバージョンを明示的に設定できます。指定した値は一般
に、そのリンクを配布するパッケージのバージョンに一致するようにしてくださ
い。たとえば、runtime/python-26は mediator-version=2.6を使用するようにしま
す (ただし、これは必須ではありません)。

mediator-implementation

メディエータの実装を指定します。この属性は、mediator-version属性に加え
て、またはその代わりに指定できます。実装の文字列は順序付けられているとは
みなされません。システム管理者によって明示的に指定されていない場合
は、pkg(5)によって文字列が任意に選択されます。

mediator-implementationの値は、英数字と空白で構成された任意の長さの文字列
にすることができます。実装自体をバージョン管理できるか、または実際に
バージョン管理されている場合は、文字列の最後の @記号のあとにバージョンを
指定します。このバージョンは、負でない整数のドットで区切られた並びで
す。実装の複数のバージョンが存在する場合、デフォルトの動作では、最上位
バージョンを持つ実装が選択されます。

特定のパスにある実装調停リンクのインスタンスが 1つしかシステムにインス
トールされていない場合は、それが自動的に選択されます。このパスにある将来
のリンクがインストールされても、ベンダー、サイト、またはローカルの
オーバーライドが適用されないかぎり、またはいずれかのリンクがバージョン仲
介である場合、このリンクは切り替えられません。
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mediator-priority

調停されたリンクの競合を解決する場合、pkg(5)は可能なかぎ
り、mediator-versionの最大の値を持つリンクを選択します。それが不可能な場
合、pkg(5)は mediator-implementationに基づいてリンクを選択しま
す。mediator-priority属性は、正常な競合解決処理のためのオーバーライドを指
定するために使用されます。mediator-priority属性が指定されていない場合
は、デフォルトのメディエータ選択ロジックが適用されます。

mediator-priority属性は、次のいずれかの値を持ちます。

vendor このリンクは、mediator-priorityが指定されていないリンクより優先
されます。

site このリンクは、vendorの値を持つリンクや、mediator-priorityが指定
されていないリンクより優先されます。

ローカルシステム管理者は、上で説明した選択ロジックをオーバーライドできま
す。

マニフェスト例からの次の 2つの抜粋では、リンク /usr/bin/myappの調停に参加し
ています。実装 1はバージョン 5.8.4です。

set name=pkg.fmri value=pkg://test/myapp-impl-1@1.0,5.11:20120721T035233Z

file path=usr/myapp/5.8.4/bin/myapp group=sys mode=0755 owner=root

link path=usr/bin/myapp target=usr/myapp/5.8.4/bin/myapp mediator=myapp mediator-version=5.8.4

実装 2はバージョン 5.12です。

set name=pkg.fmri value=pkg://test/myapp-impl-2@1.0,5.11:20120721T035239Z

file path=usr/myapp/5.12/bin/myapp group=sys mode=0755 owner=root

link path=usr/bin/myapp target=usr/myapp/5.12/bin/myapp mediator=myapp mediator-version=5.12

これらのパッケージの両方を同じイメージにインストールできます。

$ pkg list myapp-impl-1 myapp-impl-2

NAME (PUBLISHER) VERSION IFO

myapp-impl-1 1.0 i--

myapp-impl-2 1.0 i--

pkg mediatorコマンドを使用して、使用中の調停を表示します。

$ pkg mediator

MEDIATOR VER. SRC. VERSION IMPL. SRC. IMPLEMENTATION

myapp local 5.12 system

$ ls -al usr/bin/myapp

lrwxrwxrwx 1 root sys 23 Jul 21 16:58 usr/bin/myapp -> usr/myapp/5.12/bin/myapp

pkg searchコマンドを使用して、myapp調停に参加しているほかのパッケージを調べ
ます。
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$ pkg search -ro path,target,mediator,mediator-version,pkg.shortfmri ::mediator:myapp

PATH TARGET MEDIATOR MEDIATOR-VERSION PKG.SHORTFMRI

usr/bin/myapp usr/myapp/5.12/bin/myapp myapp 5.12 pkg:/myapp-impl-2@1.0

usr/bin/myapp usr/myapp/5.8.4/bin/myapp myapp 5.8.4 pkg:/myapp-impl-1@1.0

pkg set-mediatorコマンドを使用して、その調停を変更します。次の例では、優先
バージョンにする myappのバージョンを変更します。

# pkg set-mediator -V 5.8.4 myapp

Packages to update: 2

Mediators to change: 1

Create boot environment: No

Create backup boot environment: No

PHASE ITEMS

Removing old actions 2/2

Updating modified actions 2/2

Updating image state Done

Creating fast lookup database Done

Reading search index Done

Updating search index 2/2

# ls -al usr/bin/myapp

lrwxrwxrwx 1 root sys 24 Jul 21 17:02 usr/bin/myapp -> usr/myapp/5.8.4/bin/myapp

ブート環境間で共有されるディレクトリの提供
ブート環境 (BE)に配布される一部のファイルは、複数の BEを含む環境で正常なシス
テム操作を保持するために BE間で共有される必要があります。一般に、IPSでは BE
間で共有される内容の配布をサポートしていません。1つの BEで更新された、その
ような共有内容は、ほかの BEの要件を満たさない可能性があります。このセク
ションでは、BE間で共有される内容を配布する方法について説明します。

次のディレクトリは、IPSによって BE間ですでに共有されています。

/var/audit

/var/cores

/var/crash

/var/mail

各 BE内では、これらのディレクトリは次の共有ディレクトリへのシンボリックリン
クです。

/var/share/audit

/var/share/cores

/var/share/crash

/var/share/mail

これらの共有ディレクトリは、/var/shareにマウントされた共有データセットであ
る VARSHAREデータセット内にあります。
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BE間で共有される必要のあるデータがほかにあり、それが IPSパッケージで非共有
として配布される場合、管理者はそのようなデータを別個のデータセットまたはリ
モートファイルサーバーに配置する可能性があります。ただし、ディレクトリごと
のデータセットを作成することは、1つのゾーンで多数のデータセットを作成するこ
とを意味しており、それは望ましくありません。

代わりに、次の手順を使用して共有データセットを配布するパッケージを作成する
か、以前に非共有として配布された内容を共有するようにパッケージを変更しま
す。IPSでは、内容を共有しなかった古いバージョンのパッケージから、BE間で内
容を共有する同じパッケージの新しいバージョンへの更新をサポートしています。

▼ 共有ディレクトリに内容を配布する方法
この手順では、BE間で共有される内容を配布する必要があるパッケージの設計方法
について説明します。

BE間でデータを共有するには、ブート中に BEにマウントされた共有データセット
を、BEの内側の場所からその共有データセット内を指すシンボリックリンクととも
に使用します。BEの内側で、基本的なディレクトリ構造をステージングディレクト
リに配布します。ブート中に BEの内側に配置された内容を共有データセットに移動
する SMFサービスを指定し、リブートを必要とするアクチュエータを指定します。

BEで共有内容をステージング領域に渡します。

a. ステージング領域を提供します。
パッケージ内で、共有内容のためのステージング領域を配布します。たとえ
ば、.migrateというディレクトリを配布できます。

b. 共有構造を提供します。
共有データセットで必要なディレクトリ構造を提供するサブディレクトリを
.migrateディレクトリに渡します。

c. 共有ファイルを提供します。
必要に応じて、ステージング領域のディレクトリ構造にファイルを渡します。リ
ンクなどの他のファイルシステムオブジェクトは共有できません。

ステージング領域に配布された内容が以前に非共有として配布されたものである場
合は、新しい dirまたは fileアクションで salvage-from属性を使用します。次の例
では、以前に /opt/myapplication/logsに配布された内容が、BE間で共有される
データセットに配布されるようになります。この共有データセットのステージング
領域は /opt/.migrateです。

1
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次のアクションは以前配布されたものです。
dir path=opt/myapplication/logs owner=daemon group=daemon mode=0755

次のアクションは、共有されるディレクトリのための新しいアクションです。

dir path=opt/.migrate/myapplication/logs owner=daemon group=daemon \

mode=0755 reboot-needed=true salvage-from=/opt/myapplication/logs

salvage-from属性については、89ページの「ディレクトリの削除または名前変更時
のパッケージ解除された内容の移動」でも説明されています。

内容を共有データセットに移動するためのスクリプトを指定します。

ブート中に、ファイルの内容をステージングディレクトリから共有データセットに
移動するためのスクリプトを SMFメソッドのスクリプトの一部として実行できま
す。このスクリプトでは、次の手順を実行する必要があります。

a. 共有データセットを作成します。
SMFメソッドスクリプト内の次のコマンドは、/opt/shareにマウントされる
データセット rpool/OPTSHAREを作成します。/optからのほかの共有内容もこの
データセットを使用できます。このスクリプトでは、zfs listを使用してデータ
セットがすでに存在しているかどうかをテストします。
zfs create -o mountpoint=/opt/share rpool/OPTSHARE

b. 共有ディレクトリ構造を作成します。
共有データセットでは、BEのステージングディレクトリの下に定義されたディレ
クトリ構造の、まだ存在していない部分をすべて再作成します。

c. ファイルの内容を移動します。
ファイルの内容を、ステージングディレクトリから共有データセットに移動しま
す。

BEから共有ディレクトリへのシンボリックリンクを提供します。
次のアクションでは、以前にパッケージ化されたディレクトリから、システムがリ
ブートしたときにスクリプトによって作成される /opt/share内の共有ディレクトリ
へのシンボリックリンクを作成します。
link path=opt/myapplication/logs target=../../opt/share/myapplication/logs

リブートを必要とするアクチュエータを追加します。

reboot-neededアクチュエータは、13ページの「ソフトウェアの自己アセンブリ」に
説明されている不変ゾーンの更新を適切にサポートするために、これらのディレク
トリエントリに必要です。読み取り専用でリブートする前に、自己アセンブリが必
要な場合、不変ゾーンは svc:/milestone/self-assembly-complete:default マイルス

2

3

4
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トーンまで読み取り/書き込みモードでブートします。詳細は、zonecfg(1M)マ
ニュアルページの file-mac-profileプロパティーを参照してください。

リブート時に、SMFサービスは新しいディレクトリおよび回収されたディレクトリ
の内容を共有データセットに移動します。/opt/myapplicationからのシンボリック
リンクは、共有データセットを指しています。

ブート環境間で共有されるディレクトリの提供
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IPSパッケージの署名

ユーザーのマシンにインストールされたソフトウェアが、実際に発行元が最初に指
定したとおりであることを検証する機能は、IPSの重要な機能の 1つです。インス
トールされたシステムを検証するこの機能は、ユーザーとサポートエンジニアリン
グ要員のどちらにとっても重要です。

署名ポリシーはイメージまたは特定の発行元に対して設定できます。ポリシーに
は、署名の無視、既存の署名の検証、署名の要求、信頼チェーン内の特定の共通名
の要求などがあります。

この章では、IPSパッケージの署名と、開発者および品質保証組織による新しい
パッケージまたは既存の署名付きパッケージの署名方法について説明します。

パッケージマニフェストの署名
IPSパッケージマニフェストには署名することができ、その署名はマニフェストの一
部になります。

署名アクションの定義
ほかのすべてのマニフェスト内容がアクションとして表されるのとまったく同様
に、署名もアクションとして表されます。マニフェストにはすべてのパッケージメ
タデータ (ファイルアクセス権、所有権、内容のハッシュなど）が含まれているた
め、マニフェストがその発行以降変わってないことを検証する署名アクションはシ
ステム検証の重要な一部分です。

signatureアクションは、インストールされたソフトウェアの完全な検証ができるよ
うに、配布されたバイナリが含まれるツリーを形成します。

署名は、検証に加えて、ほかの組織または関係者による承認を示すためにも使用で
きます。たとえば、パッケージが本稼働での使用に適格であると認められると、内
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部の品質管理組織がパッケージのマニフェストに署名する場合が挙げられます。そ
のような承認がインストールに必要となることがあります。

マニフェストには、ほかに依存しない署名を複数含めることができます。署名を追
加または削除しても、存在している他の署名が無効になることはありません。この
機能により、パスに従って署名を使用することで途中過程での完了が示され、本稼
働でのハンドオフが容易になります。以降の手順では、オプションでいつでも前の
署名を削除できます。

signatureアクションの形式は次のとおりです。

signature hash_of_certificate algorithm=signature_algorithm \

value=signature_value \

chain="hashes_of_certificates_needed_to_validate_primary_certificate" \

version=pkg_version_of_signature

ペイロードおよび chain属性は、発行元のリポジトリから取り出せる x.509証明書を
含む、PEM (Privacy Enhanced Mail)ファイルのパッケージハッシュを表します。ペイ
ロード証明書とは、valueの値を検証する証明書です。valueは、後述のように用意
された、マニフェストのメッセージテキストの署名付きハッシュです。

提示されたほかの証明書は、ペイロード証明書からトラストアンカーに通じる証明
書パスを形成する必要があります。

2種類の署名アルゴリズムがサポートされています。

RSA 最初のタイプの署名アルゴリズムはRSAグループのアルゴリズム
です。RSA署名アルゴリズムの一例は rsa-sha256です。ハイフン
のあとの文字列 (この例では sha256)は、メッセージテキストを
RSAアルゴリズムが使用できる単一値に変えるために使用する
ハッシュアルゴリズムを指定します。

ハッシュのみ 2つめのタイプの署名アルゴリズムはハッシュのみの計算です。こ
のタイプのアルゴリズムは、主としてテストやプロセス検証のため
に存在し、ハッシュを署名値として提示します。このタイプの署名
アクションは、ペイロード証明書ハッシュがないことによって示さ
れます。このタイプの署名アクションは、イメージが署名を
チェックするように構成されている場合に検証されます。ただ
し、署名が必要な場合、その存在は署名とみなされません。次の例
は、ハッシュのみの署名アクションを示しています。

signature algorithm=hash_algorithm value=hash \

version=pkg_version_of_signature

パッケージマニフェストの署名
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署名付きパッケージマニフェストの発行
署名付きマニフェストの発行は 2段階のプロセスです。このプロセスで
は、パッケージはそのタイムスタンプも含め、変更されません。

1. 署名されていないパッケージをリポジトリに発行します。
2. pkgsignコマンドを使用して署名アクションをリポジトリ内のマニフェストに追
加することで、対象のマニフェストを更新します。

このプロセスでは、発行元以外が最初の発行元の署名を無効にすることなく、署名
アクションを追加できます。たとえば、会社の品質管理部門では社内にインス
トールされたすべてのパッケージに署名をして、それらの使用が承認されているこ
とを示す必要がありますが、再発行すると新しいタイムスタンプが作成され、最初
の発行元の署名が無効になるため、それらのパッケージの再発行は行わない場合が
あります。

pkgsignコマンドを使用することが署名付きパッケージを発行する唯一の手段である
ことに注意してください。すでに署名が含まれているパッケージを発行した場
合、その署名は削除され、警告が発行されます。pkgsign(1)のマニュアルページに
は、pkgsignコマンドの使用方法の例が記載されています。

バリアントを含む署名アクションは無視されます。そのため、マニフェストのペア
に対して pkgmergeを実行すると、以前に適用されたすべての署名が無効になりま
す。

注 –パッケージの署名は、パッケージ開発の、パッケージをテストする前の最後の手
順にするようにしてください。

署名付きパッケージのトラブルシューティング
pkgsignツールでは、パッケージの署名時にその入力に対して可能なすべての
チェックを行うわけではありません。そのため、署名付きパッケージをチェックし
て、署名後にそれらが適切にインストールされるようにすることが重要です。

このセクションでは、署名付きパッケージのインストールまたは更新を試みたとき
に発生する可能性のあるエラーを示し、それらのエラーの説明と問題の解決策を提
供します。

署名付きパッケージは、署名付きパッケージに固有の理由でインストールまたは更
新に失敗することがあります。たとえば、パッケージの署名の検証に失敗した場
合、または信頼チェーンが検証できないか、信頼できる証明書にアンカーを設定で
きない場合、そのパッケージはインストールに失敗します。

署名付きパッケージのトラブルシューティング
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署名付きパッケージをインストールする際、次のイメージプロパティーと発行元プ
ロパティーが、パッケージに対して行われるチェックに影響を及ぼします。

イメージプロパティー

■ signature-policy

■ signature-required-names

■ trust-anchor-directory

発行元プロパティー

■ signature-policy

■ signature-required-names

これらのプロパティーとその値の詳細は、pkg(1)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

チェーン証明書が見つからない
次のエラーは、信頼チェーン内の証明書が存在しないか、または間違っている場合
に発生します。

pkg install: The certificate which issued this certificate:

/C=US/ST=California/L=Menlo Park/O=pkg5/CN=cs1_ch1_ta3/emailAddress=cs1_ch1_ta3

could not be found. The issuer is:

/C=US/ST=California/L=Menlo Park/O=pkg5/CN=ch1_ta3/emailAddress=ch1_ta3

The package involved is: pkg://test/example_pkg@1.0,5.11-0:20110919T184152Z

この例では、パッケージが署名されるときに信頼チェーン内に 3つの証明書があり
ました。信頼チェーンはトラストアンカーの ta3という名前の証明書をルートに持
ちます。ta3証明書は、ch1_ta3という名前のチェーン証明書に署名し、ch1_ta3は
cs1_ch1_ta3という名前のコード署名証明書に署名しました。

pkgコマンドがパッケージのインストールを試みると、コード署名証明書
cs1_ch1_ta3は見つかりましたが、チェーン証明書 ch1_ta3は見つからなかったた
め、信頼チェーンを確立できませんでした。

この問題のもっとも一般的な原因は、正しい証明書を pkgsignの -iオプションに指
定しなかったことです。

承認された証明書が見つからない
次のエラーは前の例に示したエラーに似ていますが、原因が異なります。
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pkg install: The certificate which issued this certificate:

/C=US/ST=California/L=Menlo Park/O=pkg5/CN=cs1_cs8_ch1_ta3/emailAddress=cs1_cs8_ch1_ta3

could not be found. The issuer is:

/C=US/ST=California/L=Menlo Park/O=pkg5/CN=cs8_ch1_ta3/emailAddress=cs8_ch1_ta3

The package involved is: pkg://test/example_pkg@1.0,5.11-0:20110919T201101Z

この場合、パッケージは cs1_cs8_ch1_ta3証明書を使って署名され、その証明書は
cs8_ch1_ta3証明書によって署名されたものでした。

問題は、cs8_ch1_ta3証明書にほかの証明書に署名する権限がなかったことです。特
に、cs8_ch1_ta3証明書では basicConstraints拡張機能が CA:falseに設定されてお
り、クリティカルのマークが付けられていました。

pkgコマンドが信頼チェーンを検証する際、cs1_cs8_ch1_ta3証明書への署名を許可
されている証明書を検出しません。信頼チェーンをリーフからルートまで検証する
ことはできないため、pkgコマンドはそのパッケージをインストールできないように
します。

自己署名付き証明書が信頼できない
次のエラーは、信頼チェーンが、システムによって信頼されていない自己署名付き
証明書で終わるときに発生します。

pkg install: Chain was rooted in an untrusted self-signed certificate.

The package involved is:pkg://test/example_pkg@1.0,5.11-0:20110919T185335Z

テストのためにOpenSSLを使用して証明書チェーンを作成した場合、テストのため
にのみ使用される証明書を社外で検証してもらう理由がほとんどないため
に、ルート証明書は通常、自己署名されます。

テストの状況では、2つの解決策があります。

■ 最初の解決策は、信頼チェーンのルートとなる自己署名付き証明書を
/etc/certs/CA内に追加し、system/ca-certificatesサービスをリフレッシュする
ことです。これは、オペレーティングシステムとともにトラストアンカーとして
配布される証明書を最終的にルートとする証明書で本稼働用のパッケージが署名
されるという、顧客が遭遇する可能性のある状況を反映しています。

■ 2つめの解決策は、pkg set-publisherコマンドで --approve-ca-certオプション
を使用することで、テスト用のパッケージを提供する発行元の自己署名付き証明
書を承認することです。
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署名の値が期待された値と一致しない
次のエラーは、signatureアクションに対する値を、そのアクションの要求どおりに
そのパッケージの署名に使用された鍵とペアになっている証明書を使用して検証で
きなかったときに発生します。

pkg install: A signature in pkg://test/example_pkg@1.0,5.11-0:20110919T195801Z

could not be verified for this reason:

The signature value did not match the expected value. Res: 0

The signature’s hash is 0ce15c572961b7a0413b8390c90b7cac18ee9010

このようなエラーの考えられる原因は 2つあります。

■ 可能性のある最初の原因は、パッケージがその署名以降に変更されていることで
す。これは起こりそうにないことですが、署名以降にパッケージマニフェストが
手動で編集された場合は起こり得ます。パッケージが新しいタイムスタンプを取
得すると古い署名は無効になるため、pkgsendは発行中に既存の signatureアク
ションを取り除きます。そのため、手動操作がなければ、パッケージはその署名
以降に変更されなかったはずです。

■ 2つ目のより可能性の高い原因は、パッケージの署名に使用された鍵と証明書が
一致するペアではなかったことです。pkgsignの -cオプションに指定した証明書
が、pkgsignの -kオプションに指定した鍵で作成されなかった場合、その
パッケージは署名されますが、その署名は検証されません。

重要な拡張機能が不明である
次のエラーは、信頼チェーン内の証明書で pkgが認識できない重要な拡張機能が使
用されたときに発生します。

pkg install: The certificate whose subject is

/C=US/ST=California/L=Menlo Park/O=pkg5/CN=cs2_ch1_ta3/emailAddress=cs2_ch1_ta3

could not be verified because it uses a critical extension that pkg5 cannot

handle yet. Extension name:issuerAltName

Extension value:<EMPTY>

pkgがその重要な拡張機能の処理方法を認識するまで、唯一の解決策は、問題と
なっている重要な拡張機能を使わずにその証明書を再生成することです。

拡張機能の値が不明である
次のエラーは前のエラーと似ていますが、その問題が未知の重要な拡張機能に関す
るものではなく、pkgが認識している拡張機能の、pkgが認識していない値に関する
ものである点が異なります。
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pkg install: The certificate whose subject is

/C=US/ST=California/L=Menlo Park/O=pkg5/CN=cs5_ch1_ta3/emailAddress=cs5_ch1_ta3

could not be verified because it has an extension with a value that pkg(5)

does not understand.

Extension name:keyUsage

Extension value:Encipher Only

この場合、pkgは keyUsage拡張機能を認識しますが、その値 Encipher Onlyは認識し
ません。このエラーは、問題となっている拡張機能が重要であろうとなかろうと同
じように表示されます。

この解決策は、pkgが問題となっている値を認識するまで、その値をその拡張機能か
ら削除するか、その拡張機能を完全に削除することです。

証明書の承認されていない使用
次のエラーは、証明書が承認されなかった目的で使用されたときに発生します。

pkg install: The certificate whose subject is

/C=US/ST=California/L=Menlo Park/O=pkg5/CN=ch1_ta3/emailAddress=ch1_ta3

could not be verified because it has been used inappropriately.

The way it is used means that the value for extension keyUsage must include

’DIGITAL SIGNATURE’ but the value was ’Certificate Sign, CRL Sign’.

この場合は、証明書 ch1_ta3がパッケージの署名に使用されました。証明書の
keyUsage拡張機能は、その証明書がほかの証明書とCRL (証明書失効リスト)の署名
にのみ有効であることを意味しています。

予期しないハッシュ値
次のエラーは、証明書が発行元から最後に取り出された以降に変更されたことを示
しています。

pkg install: Certificate

/tmp/ips.test.7149/0/image0/var/pkg/publisher/test/certs/0ce15c572961b7a0413b8390c90b7cac18ee9010

has been modified on disk. Its hash value is not what was expected.

指定されたパスにある証明書はインストールされているパッケージの検証に使用さ
れますが、ディスク上にあるそれらの内容のハッシュが、署名アクションが想定し
ていたものと一致しません。

簡単な解決策は、その証明書を削除し、pkgでその証明書を再度ダウンロードできる
ようにすることです。
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証明書が失効している
次のエラーは、インストールされているパッケージの信頼チェーン内に存在してい
た、問題になっている証明書がその証明書の発行者によって失効されたことを示し
ています。

pkg install: This certificate was revoked:

/C=US/ST=California/L=Menlo Park/O=pkg5/CN=cs1_ch1_ta4/emailAddress=cs1_ch1_ta4

for this reason: None

The package involved is: pkg://test/example_pkg@1.0,5.11-0:20110919T205539Z
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非大域ゾーンの処理

ゾーンで常に機能するパッケージの開発には通常、追加の作業がほとんど必要ない
か、まったく必要ありません。この章では、IPSによるゾーンの処理方法について説
明し、パッケージ化で非大域ゾーンを処理する必要がある場合についても説明しま
す。

非大域ゾーンについてのパッケージ化の考慮事項
ゾーンとパッケージ化を検討する場合は、2つの問題を解決する必要があります。

■ パッケージ内のすべてのものに大域ゾーンと非大域ゾーンの間の境界を越えるイ
ンタフェースがあるか。

■ そのパッケージのどこまでを非大域ゾーンにインストールするか。

パッケージが大域ゾーンと非大域ゾーンの間の境
界を超えるか
pkgAがカーネルとユーザーランドの両方の機能を配布し、そのインタフェースの両
側がそれに合わせて更新される必要がある場合、pkgAが非大域ゾーンで更新された
ときは必ず、pkgAがインストールされているほかのすべてのゾーンでも pkgAが更新
される必要があります。

この更新が正しく行われるようにするには、pkgAの parent依存関係を使用しま
す。単一のパッケージがインタフェースの両側を配布する場
合、feature/package/dependency/selfへの parent依存関係は、大域ゾーンと非大域
ゾーンに同じバージョンのパッケージが含まれるようにし、インタフェース間で
バージョンスキューが発生するのを防ぎます。

また、parent依存関係はそのパッケージが非大域ゾーンにある場合にそれが大域
ゾーンにも存在するようにします。
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インタフェースが複数のパッケージに及ぶ場合、そのインタフェースの非大域
ゾーン側を含むパッケージには、そのインタフェースの大域ゾーン側を配布する
パッケージへの parent依存関係を含める必要があります。parent依存関係について
は、61ページの「依存関係タイプ」でも説明されています。

パッケージのどこまでを非大域ゾーンにインス
トールするか
パッケージを非大域ゾーンにインストールするときにパッケージのすべてをインス
トールする場合は、そのパッケージが正しく機能できるようにするために何か行う
必要はありません。しかし、パッケージの顧客にとっては、パッケージ作成者が
ゾーンへのインストールをきちんと考慮し、このパッケージがゾーンで機能できる
と結論づけたことがわかっていると安心できることがあります。このような理由か
ら、パッケージ機能が大域ゾーンと非大域ゾーンの両方にあることを明示的に記述
するようにしてください。これを行うには、次のアクションをマニフェストに追加
します。

set name=variant.opensolaris.zone value=global value=nonglobal

非大域ゾーンにインストールできる内容がパッケージにない場合 (カーネルモ
ジュールやドライバのみを配布するパッケージなど)、そのパッケージでそれを非大
域ゾーンにインストールできないことを明記するようにします。これを行うに
は、次のアクションをマニフェストに追加します。

set name=variant.opensolaris.zone value=global

パッケージの一部ではあるがすべてではない内容を非大域ゾーンにインストールで
きる場合は、次の手順を実行します。

1. 次の setアクションを使用して、そのパッケージを大域ゾーンと非大域ゾーンの
両方にインストールできることを記述します。

set name=variant.opensolaris.zone value=global value=nonglobal

2. 大域ゾーンにのみ、または非大域ゾーンにのみ関係があるアクションを特定しま
す。大域ゾーンにのみ関係があるアクションに次の属性を割り当てます。

variant.opensolaris.zone=global

非大域ゾーンにのみ関係があるアクションに次の属性を割り当てます。

zone:variant.opensolaris.zone=nonglobal

パッケージに parent依存関係が含まれていたり、大域ゾーンと非大域ゾーンで異な
る要素が含まれている場合は、そのパッケージが非大域ゾーンと大域ゾーンで予想
どおりに動作していることを確認するためのテストを実行します。

非大域ゾーンについてのパッケージ化の考慮事項
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パッケージにそれ自身への parent依存関係が含まれている場合、大域ゾーンではそ
のパッケージをその起点の 1つとして配布するリポジトリを構成する必要がありま
す。そのパッケージをまず大域ゾーンにインストールし、次にテストのために非大
域ゾーンにインストールします。

非大域ゾーンへのパッケージのインストールに関するト
ラブルシューティング

このセクションでは、非大域ゾーンへのパッケージのインストールを試みたときに
発生する可能性のある問題について説明します。

自分自身へのparent依存関係を持つパッケージ
非大域ゾーンへのパッケージのインストール中に問題が発生した場合は、次の
サービスが大域ゾーンでオンラインになっていることを確認します。

svc:/application/pkg/zones-proxyd:default

svc:/application/pkg/system-repository:default

次のサービスが非大域ゾーンでオンラインになっていることを確認します。

svc:/application/pkg/zones-proxy-client:default

これらの 3つのサービスは、非大域ゾーンに対する発行元構成と、大域ゾーンから
提供されたシステム発行元に割り当てられたリポジトリにリクエストを出すために
非大域ゾーンが使用できる通信チャネルを提供します。

非大域ゾーン内のパッケージはそれ自身への parent依存関係を持っているため、更
新することはできません。大域ゾーンから更新を開始します。pkgは非大域ゾーンを
大域ゾーンとともに更新します。

パッケージを非大域ゾーンにインストールしたら、そのパッケージの機能をテスト
します。

自分自身へのparent依存関係を持たない
パッケージ
パッケージがそれ自身への parent依存関係を持たない場合は、大域ゾーンで発行元
を構成する必要はないため、そのパッケージを大域ゾーンにインストールしないよ
うにしてください。大域ゾーンのパッケージを更新しても、非大域ゾーンの
パッケージは更新されません。この場合、大域ゾーンのパッケージを更新する
と、それより古い非大域ゾーンのパッケージをテストしたときに予期しない結果が
生じる可能性があります。

非大域ゾーンへのパッケージのインストールに関するトラブルシューティング
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この状況でのもっとも簡単な解決策は、発行元を非大域ゾーンで使用できるように
し、非大域ゾーンの内部からパッケージをインストールして更新することです。

ゾーンが発行元のリポジトリにアクセスできない場合は、大域ゾーンで発行元を構
成すると、zones-proxy-clientおよび system-repositoryサービスが非大域ゾーンの
発行元にプロキシ経由でアクセスできるようになります。その後、パッケージを非
大域ゾーンにインストールして更新します。

非大域ゾーンへのパッケージのインストールに関するトラブルシューティング
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発行されたパッケージの変更

場合によっては、生成しなかったパッケージの変更が必要になることがありま
す。たとえば、属性をオーバーライドしたり、パッケージの一部を内部実装に置き
換えたり、システムで許可されないバイナリを削除したりすることが必要な場合が
あります。

この章では、ローカルの状況に合わせて既存のパッケージを変更する方法について
説明します。

パッケージの再発行
IPSを使用すると、既存のパッケージを、最初にそのパッケージを発行していなくて
も、変更を加えて再発行することが簡単にできます。また、pkg updateが
ユーザーの期待どおりに機能し続けるように、変更済みパッケージの新しい
バージョンを再発行することもできます。変更されたパッケージはイメージに正し
くインストールされ、更新されます。

もちろん、確認された問題と変更されたパッケージとのなんらかの関係が疑われる
場合は、変更されたパッケージを含むシステムを実行すると、サポートに悪影響が
出る可能性があります。

パッケージを変更して再発行するには、次の手順を使用します。

1. pkgrecv(1)を使用して、再発行するパッケージを指定のディレクトリに raw形式
でダウンロードします。すべてのファイルにはそのハッシュ値で名前が付けら
れ、マニフェストには manifestという名前が付けられます。必要なプロキシ構成
を http_proxy環境変数に忘れずに設定してください。

2. pkgmogrify(1)を使用して、必要な変更をマニフェストに行います。発行中に混乱
が起きないように、内部パッケージの FMRIからタイムスタンプを削除します。
変更が大きな影響を与えるものである場合は、pkglint(1)を使用して結果となる
パッケージを検証します。
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3. pkgsend(1)を使用してパッケージを再発行します。この再発行によって存在して
いる署名がパッケージから取り除かれ、pkg.fmriによって指定されたタイムスタ
ンプが無視されることに注意してください。警告メッセージを防ぐに
は、pkgmogrifyの手順で署名アクションを削除します。

パッケージの元のソースに発行するアクセス権がない場合は、pkgrepo(1)を使用
してリポジトリを作成したあとで、次のコマンドを使用して、発行元検索順での
元の発行元の前に新しい発行元を設定します。

# pkg set-publisher --search-before=original_publisher new_publisher
4. 必要に応じて、pkgsign(1)を使用してパッケージに署名します。クライアントの
キャッシュ問題を防ぐには、テストの場合であっても、パッケージをインス
トールする前にパッケージに署名します。

パッケージのメタデータの変更
次の例では、元の pkg.summary値が「IPS has lots of features」に変更されま
す。パッケージは、pkgrecvの --rawオプションを使用してダウンロードされま
す。デフォルトでは、最新バージョンのパッケージのみがダウンロードされま
す。その後、パッケージが新しいリポジトリに再発行されます。

$ mkdir republish; cd republish

$ pkgrecv -d . --raw -s http://pkg.oracle.com/solaris/release package/pkg

$ cd package* # The package name contains a ’/’ and is url-encoded.

$ cd *

$ cat > fix-pkg

# Change the value of pkg.summary

<transform set name=pkg.summary -> edit value ’.*’ "IPS has lots of features">

# Delete any signature actions

<transform signature -> drop>

# Remove the time stamp from the fmri so that the new package gets a new time stamp

<transform set name=pkg.fmri -> edit value ":20.+" "">

^D

$ pkgmogrify manifest fix-pkg > new-manifest

$ pkgrepo create ./mypkg

$ pkgsend -s ./mypkg publish -d . new-manifest

パッケージ発行元の変更
もう 1つの一般的な使用事例は、新しい発行元名でパッケージを再発行することで
す。これが有効な場合の事例として、複数のリポジトリからのパッケージを 1つの
リポジトリに統合することがあげられます。たとえば、統合テストのために、いく
つかの異なる開発チームのリポジトリからのパッケージを 1つのリポジトリに統合
することが必要な場合があります。

新しい発行元名で再発行するには、前の例に示した
pkgrecv、pkgmogrify、pkgrepo、および pkgsendの手順を使用します。

パッケージのメタデータの変更

Oracle Solaris 11.1での Image Packaging Systemを使用したソフトウェアのパッケージ化および配布
• 2012年 10月

110

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1pkgsend-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1pkgrepo-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=REFMAN1pkgsign-1


次の変換の例では、発行元を mypublisherに変えます。

<transform set name=pkg.fmri -> edit value pkg://[^/]+/ pkg://mypublisher/>

単純なシェルスクリプトを使用すれば、リポジトリ内のパッケージ全体にわたって
繰り返すことができます。リポジトリからの最新のパッケージのみを処理するに
は、pkgrecv --newestからの出力を使用します。

次のスクリプトでは、上記の変換を change-pub.mogというファイルに保存し、その
あとで development-repoから新しいリポジトリ mypublisherに再発行し、その途中で
パッケージの発行元を変更します。

#!/usr/bin/ksh93

pkgrepo create mypublisher

pkgrepo -s mypublisher set publisher/prefix=mypublisher

mkdir incoming

for package in $(pkgrecv -s ./development-repo --newest); do

pkgrecv -s development-repo -d incoming --raw $package

done

for pdir in incoming/*/* ; do

pkgmogrify $pdir/manifest change-pub.mog > $pdir/manifest.newpub

pkgsend -s mypublisher publish -d $pdir $pdir/manifest.newpub

done

このスクリプトは、特定のパッケージのみを選択する、パッケージのバージョン管
理スキームに追加の変更を加える、各パッケージを再発行するときの進捗を示
す、などのタスクを実行するように変更できます。

パッケージ発行元の変更
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パッケージの分類

この付録では、パッケージ情報分類スキーム定義を示しています。

分類の割り当て
パッケージマネージャーのGUIは、info.classificationパッケージ属性をスキーム
org.opensolaris.category.2008とともに使用してパッケージをカテゴリ別に表示し
ます。ユーザーは pkg searchコマンドを使用して、ある特定の分類を持つ
パッケージを表示することもできます。

次の例に示すように、分類をパッケージに割り当てるには setアクションを使用し
ます。

set name=info.classification \

value="org.opensolaris.category.2008:System/Administration and Configuration"

カテゴリとサブカテゴリは、スラッシュ文字で区切ります。属性値に空白が含まれ
る場合は引用符で囲む必要があります。

次の例に示すように、1つのパッケージに複数の分類を割り当てることができます。

set name=info.classification \

value="org.opensolaris.category.2008:Meta Packages/Group Packages" \

value="org.opensolaris.category.2008:Web Services/Application and Web Servers"

A付 録 A
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分類の値
次のカテゴリ値とサブカテゴリ値が定義されています。

Meta Packages

Group Packages
Incorporations

Applications

Accessories
Configuration and Preferences
Games
Graphics and Imaging
Internet
Office
Panels and Applets
Plug-ins and Run-times
Sound and Video
System Utilities
Universal Access

Desktop (GNOME)

Documentation
File Managers
Libraries
Localizations
Scripts
Sessions
Theming
Trusted Extensions
Window Managers

Development

C
C++
Databases
Distribution Tools
Editors
Fortran
GNOME and GTK+

分類の値
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GNU
High Performance Computing
Java
Objective C
Other Languages
PHP
Perl
Python
Ruby
Source Code Management
Suites
System
X11

Drivers

Display
Media
Networking
Other Peripherals
Ports
Storage

System

Administration and Configuration
Core
Databases
Enterprise Management
File System
Fonts
Hardware
Internationalization
Libraries
Localizations
Media
Multimedia Libraries
Packaging
Printing
Security
Services
Shells
Software Management
Text Tools

分類の値
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Trusted
Virtualization
X11

Web Services

Application and Web Servers
Communications

分類の値
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IPSを使用してOracle Solaris OSを
パッケージ化する方法

この付録では、Oracleが IPS機能を使用してOracle Solaris OSをパッケージ化する方
法、および依存関係のさまざまなタイプを使用してそのOS用の作業用パッケージ
セットを定義する方法について説明します。

この付録には、IPSを使用して複雑なソフトウェアセットを管理する具体的な例も記
載されています。

Oracle Solarisパッケージのバージョン管理
18ページの「パッケージ識別子: FMRI」では、バージョンフィールドを使用してさ
まざまなソフトウェア開発モデルをサポートする方法など、pkg.fmri属性と
バージョンフィールドの各種コンポーネントについて説明しました。このセク
ションでは、Oracle Solaris OSによるバージョンフィールドの使用方法について説明
し、きめの細かいバージョン管理スキームが役立つことがある理由を明らかにしま
す。パッケージでは、Oracle Solaris OSが使用するのと同じバージョン管理スキーム
に従う必要はありません。

次のサンプルパッケージ FMRIのバージョン文字列の各部の意味は下記のとおりで
す。

pkg://solaris/system/library@0.5.11,5.11-0.175.1.0.0.2.1:20120919T082311Z

0.5.11

コンポーネントバージョン。Oracle Solaris OSの一部であるパッケージでは、これ
はそのOSの major.minorバージョンです。ほかのパッケージでは、これはアップ
ストリームバージョンです。たとえば、次のApache Webサーバーパッケージのコ
ンポーネントバージョンは 2.2.22です。

pkg:/web/server/apache-22@2.2.22,5.11-0.175.1.0.0.2.1:20120919T122323Z
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5.11

ビルドバージョン。これは、このパッケージが構築されるOSリリースを定義する
ために使用されます。Oracle Solaris 11用に作成されたパッケージのビルド
バージョンは必ず 5.11になります。

0.175.1.0.0.2.1

ブランチバージョン。Oracle Solarisパッケージでは、次の情報がパッケージ FMRI
のバージョン文字列のブランチバージョン部分に示されます。

0.175 メジャーリリース番号。メジャーまたはマーケティング開発リリース
のビルド番号。この例では、0.175はOracle Solaris 11を示しています。

1 更新リリース番号。このOracle Solarisリリースの更新リリース番号。更
新値は、Oracle Solarisリリースの FCS (First Customer Shipment)では
0、そのリリースの最初の更新では 1、そのリリースの 2回目の更新で
は 2というようになります。この例では、1はOracle Solaris 11.1を示し
ています。

0 SRU番号。この更新リリースのサポート・リポジトリの更新 (SRU)番
号。SRUにはバグ修正のみが入っており、新しい機能は含まれていま
せん。Oracleサポート・リポジトリはサポート契約下のシステムでのみ
使用できます。

0 予約済み。このフィールドはOracle Solarisパッケージには現在使用され
ていません。

2 SRUビルド番号。SRUのビルド番号、またはメジャーリリースの更新
番号。

1 ナイトリービルド番号。個々のナイトリービルドのビルド番号。

20120919T082311Z

タイムスタンプ。このタイムスタンプは、パッケージが発行されたときに定義さ
れたものです。

Oracle Solarisの結合パッケージ
Oracle Solarisは一連のパッケージによって配布され、パッケージの各グループは結合
の制約を受けます。

それぞれの結合はパッケージの各グループを開発した組織を大まかに表します
が、パッケージそのものの内部にはいくつかの結合間依存関係があります。Oracle
Solarisには次の結合パッケージがあります (pkg list *incorporation)。

pkg:/consolidation/SunVTS/SunVTS-incorporation

pkg:/consolidation/X/X-incorporation

pkg:/consolidation/admin/admin-incorporation

pkg:/consolidation/cacao/cacao-incorporation

Oracle Solarisの結合パッケージ
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pkg:/consolidation/cde/cde-incorporation

pkg:/consolidation/cns/cns-incorporation

pkg:/consolidation/dbtg/dbtg-incorporation

pkg:/consolidation/desktop/desktop-incorporation

pkg:/consolidation/desktop/gnome-incorporation

pkg:/consolidation/gfx/gfx-incorporation

pkg:/consolidation/install/install-incorporation

pkg:/consolidation/ips/ips-incorporation

pkg:/consolidation/java/java-incorporation

pkg:/consolidation/jdmk/jdmk-incorporation

pkg:/consolidation/l10n/l10n-incorporation

pkg:/consolidation/ldoms/ldoms-incorporation

pkg:/consolidation/man/man-incorporation

pkg:/consolidation/nspg/nspg-incorporation

pkg:/consolidation/nvidia/nvidia-incorporation

pkg:/consolidation/osnet/osnet-incorporation

pkg:/consolidation/sfw/sfw-incorporation

pkg:/consolidation/sic_team/sic_team-incorporation

pkg:/consolidation/solaris_re/solaris_re-incorporation

pkg:/consolidation/sunpro/sunpro-incorporation

pkg:/consolidation/ub_javavm/ub_javavm-incorporation

pkg:/consolidation/userland/userland-incorporation

pkg:/consolidation/vpanels/vpanels-incorporation

pkg:/consolidation/xvm/xvm-incorporation

これらの各結合には次の情報が含まれています。

■ パッケージのメタデータ。
■ incorporateタイプの依存関係。ある特定のアーキテクチャーに固有の依存関係
を示す variant.archバリアントが含まれることがあります。incorporate依存関
係と variant.archバリアントの詳細は、64ページの「incorporate依存関係」お
よび 69ページの「相互に排他的なソフトウェアコンポーネント」を参照してくだ
さい。

■ 結合がインストールされるときにライセンスが表示されるようにする licenseア
クション。licenseアクションの詳細は、31ページの「ライセンスアク
ション」を参照してください。

システムに配布された各パッケージには、これらのいずれかの結合への require依存
関係が含まれています。詳細は、61ページの「require依存関係」を参照してくださ
い。

Oracle Solarisには entireという名前の特別な結合も含まれています。entire結合
は、各結合パッケージへの requireと incorporateの両方の依存関係を含めることに
より、ほかのすべての結合を同じビルドに制限します。このようにして、entire結
合はすべてのパッケージが 1つのグループとしてアップグレードされるようにソフ
トウェアサーフェスを定義します。

Oracle Solarisの結合パッケージ
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依存関係の制約の緩和
上記に示した結合の中には、facet.version-lock.*ファセットを使用して、管理者が
pkg change-facetコマンドを使って指定のパッケージの結合に対する制約を緩和でき
るようにするものがあります。詳細は、67ページの「インストール可能な
パッケージバージョンに対する制約の緩和」を参照してください。

たとえば、pkg:/consolidation/userland/userland-incorporationパッケージには次
の facet.version-lock.*定義が含まれています。

..

depend type=incorporate \

fmri=pkg:/library/python-2/subversion@1.6.16-0.175.0.0.0.2.537 \

facet.version-lock.library/python-2/subversion=true

depend type=incorporate \

fmri=pkg:/library/security/libassuan@2.0.1-0.175.0.0.0.2.537 \

facet.version-lock.library/security/libassuan=true

depend type=incorporate \

fmri=pkg:/library/security/openssl/openssl-fips-140@1.2-0.175.0.0.0.2.537 \

facet.version-lock.library/security/openssl/openssl-fips-140=true

depend type=incorporate fmri=pkg:/mail/fetchmail@6.3.21-0.175.0.0.0.2.537 \

facet.version-lock.mail/fetchmail=true

depend type=incorporate \

fmri=pkg:/network/chat/ircii@0.2006.7.25-0.175.0.0.0.2.537 \

facet.version-lock.network/chat/ircii=true

depend type=incorporate \

fmri=pkg:/print/cups/filter/foomatic-db-engine@0.20080903-0.175.0.0.0.2.537 \

facet.version-lock.print/cups/filter/foomatic-db-engine=true

depend type=incorporate \

fmri=pkg:/print/filter/gutenprint@5.2.4-0.175.0.0.0.2.537 \

facet.version-lock.print/filter/gutenprint=true

depend type=incorporate fmri=pkg:/runtime/erlang@12.2.5-0.175.0.0.0.2.537 \

facet.version-lock.runtime/erlang=true

..

entireパッケージには version-lockファセットも含まれています。この場合、それ
らのファセットによって指定の結合を entire結合から削除できるようになりま
す。ただし、これによってサポートの対象とならないシステムになる可能性があり
ます。そのようなパッケージは、Oracleサポート担当者からのアドバイスを受けて
ロック解除するしかありません。

Oracle Solarisのグループパッケージ
Oracle Solarisでは、group依存関係を含むいくつかのグループパッケージを定義して
います。group依存関係の詳細は、63ページの「group依存関係」を参照してくださ
い。これらのグループパッケージを使用すると、共通のパッケージセットをインス
トールするときに便利です。

Oracle Solarisには次のグループパッケージがあります (pkg list -a group*)。

依存関係の制約の緩和
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pkg:/group/feature/amp

pkg:/group/feature/developer-gnu

pkg:/group/feature/multi-user-desktop

pkg:/group/feature/storage-avs

pkg:/group/feature/storage-nas

pkg:/group/feature/storage-server

pkg:/group/feature/trusted-desktop

pkg:/group/system/solaris-auto-install

pkg:/group/system/solaris-desktop

pkg:/group/system/solaris-large-server

pkg:/group/system/solaris-small-server

solaris-small-serverグループパッケージは、非大域ゾーン
(/usr/share/auto_install/manifest/zone_default.xml )のインストールに使用され
るデフォルトのAIマニフェストによってインストールされます。詳細
は、solaris(5)を参照してください。

属性とタグ
このセクションでは、一般的なアクション属性とOracle Solarisのアクション属
性、およびOracle Solarisの属性タグについて説明します。

情報属性
次の属性は正しいパッケージインストールに不可欠ではありませんが、取り決めを
共有すると、発行元とユーザーの間で起きる混乱が少なくなります。

info.classification

info.classification属性については、27ページの「設定アクション」を参照して
ください。付録A「パッケージの分類」の分類のリストを参照してください。

info.keyword

検索によってこのパッケージが返される追加の用語のリスト。

info.maintainer

パッケージを提供するエンティティーについて説明する、人間が読める文字
列。この文字列は、個人の名前、個人の名前と電子メール、または組織の名前に
します。

info.maintainer-url

パッケージを提供するエンティティーに関連付けられたURL。

info.upstream

ソフトウェアを作成するエンティティーについて説明する、人間が読める文字
列。この文字列は、個人の名前、個人の名前と電子メール、または組織の名前に
します。

属性とタグ
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info.upstream-url

パッケージで配布されるソフトウェアを作成するエンティティーに関連付けられ
たURL。

info.source-url

パッケージのソースコードバンドルへのURL (該当する場合)。

info.repository-url

パッケージのソースコードリポジトリへのURL (該当する場合)。

info.repository-changeset

info.repository-urlに含まれるソースコードのバージョンのチェンジセット ID。

Oracle Solarisの属性
org.opensolaris.arc-caseid ARCケース (Architecture Review Committee)、または

パッケージによって配布されたコンポーネントに関
連付けられたケースに関連付けられた 1つ以上の
ケース識別子 (PSARC/2008/190など)。

org.opensolaris.smf.fmri このパッケージによって配布された SMFサービスを
表す 1つ以上の FMRI。これらの属性は、SMFサービ
スマニフェストを含むパッケージの pkgdependに
よって自動的に生成されます。pkgdepend(1)のマ
ニュアルページを参照してください。

組織固有の属性
パッケージに追加のメタデータを提供するには、属性名に組織固有の接頭辞を使用
します。組織はこの方法を使用して、その組織で開発されたパッケージに追加のメ
タデータを提供したり、既存のパッケージのメタデータを変更したりできます。既
存のパッケージのメタデータを変更するには、そのパッケージが発行されるリポジ
トリを制御する必要があります。たとえば、サービス組織は
service.example.com,support-levelまたは com.example.service,support-levelとい
う名前の属性を導入して、パッケージとその内容のサポートのレベルを記述できま
す。

Oracle Solarisのタグ
variant.opensolaris.zone 非大域ゾーン、大域ゾーン、または非大域ゾーンと大

域ゾーンのどちらかにインストールできるパッケージ
内のアクションを指定します。詳細は、第 10章「非大
域ゾーンの処理」を参照してください。

属性とタグ
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